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564関大

特 別
書下ろし

連載

第 2 話「 2036年 君なき世界 」

安田依央の
『 關

コ

 大
コ

 』だけでしか読めない連載小説

CAUTION KEEP OUT CAUTION KEEP OUT CAUTION KEEP OUT



続きは機関誌をご購読ください。
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現役関大生にキャンパス突撃インタビュー！
夏休み直前の今回は「この夏やりたいこと」と

「今、ハマっていること」というテーマに答えてもらいました！
それぞれの思いを胸につづってもらったコトバの数々。

今を生きる関大生のリアルがにじみます。

文学部1年次生犬飼 廉さん  池田 こころさん  高田 真之介さん  
文学部1年次生

藤井 彩花さん
社会学部3年次生西村 美保さん

文学部2年次生大窪 碧さん

社会学部3年次生

日山 宗太郎さん

社会学部3年次生

田中 湧也さん

社会学部1年次生
宮原 啓吾さん

現役
関大生に聞きました！
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データに見る！ 大学生の長期休暇計画
大学生 300 人を対象にした「長期休暇にやりたいこと」の調査では、1・2年生はほぼ同じ結果でアルバイトが 1 位。
休暇中に貯めた金額は 7 割の人が 10 万円程度かそれ以上と回答！ 3年生はインターン、4年生は卒業旅行、また、
その他の回答では院試勉強や就職活動が多く、将来を見据えた計画的な学生の姿が見えてきました。

N=3000　単位：％
出典：Students lab　http://lab.oceanize.co.jp/intern-holiday/（2015 年 6 月調査）

1年生 3年生 4年生

Q. 長期休暇でいちばんやりたい（やった）ことは何ですか？（複数回答可）

バイト三昧 インターン 海外旅行

世界一周旅行 世界一周旅行 運転免許取得

海外旅行 海外旅行 バイト三昧

サークル三昧
帰省 インターン

運転免許取得
サークル三昧 その他

留学
留学 留学

その他
その他 世界一周旅行

インターン 運転免許取得 サークル三昧

42％ 40％ 36％

6％ 6％ 7％

25％ 22％ 21％
22％

22％ 20％

21％
18％ 15％

12％
16％ 11％

9％
12％ 9％

8％ 10％ 8％

帰省
28％

バイト三昧
26％

帰省
21％

文学部2年次生

堀田 侑希さん

商学部4年次生生西 諒子さん

システム理工学部2年次生迫 琢磨さん環境都市工学部2年次生道古 風杜さん

文学部3年次生

岡本 芙紀子さん
経済学部4年次生前田 侑杜さん

社会学部4年次生

野島 英之さん



続きは機関誌をご購読ください。
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ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
真し

ん

志し

」。「
全
体

育
会
員
が
総
合
関
関
戦
に
真
摯
に
向

き
合
い
、
勝
利
を
志
す
」
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
関
西
大

学
体
育
会
K
A
I
S
E
R
S
と
し

て
、
周
年
記
念
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ「
こ
の
伝
統
を
、超
え
る
未
来
を
。」

を
、
総
合
関
関
戦
に
勝
利
す
る
こ
と

で
体
現
し
よ
う
と
奮
い
立
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
勢
い
で
８
勝
７
敗
と
10
年
ぶ

り
の
前
哨
戦
勝
ち
越
し
。
特
に
勝
ち

越
し
が
か
か
る
６
月
12
日
の
ラ
グ

ビ
ー
部
の
試
合
に
は
、
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
多
く
の
体
育
会
員
が
応
援
に

駆
け
付
け
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
垣
根

を
超
え
、“
K
A
I
S
E
R
S
”
と

い
う
一
つ
の
チ
ー
ム
で
戦
う
気
持
ち

が
伝
わ
る
試
合
で
し
た
。

　

本
戦
で
は
関
西
大
学
応
援
団
、
学

今
年
こ
そ
！

熱
意
が
こ
も
る
前
哨
戦

タ
イ
戦
績
で
迎
え
る
本
戦
最
終
日

生
や
校
友
の
応
援
を
受
け
、
実
力
以

上
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
。
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
や
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
な
ど
常
勝
ク
ラ
ブ
が
今
年
も
勝

利
。
好
調
の
サ
ッ
カ
ー
部
も
白
星
を

挙
げ
ま
す
。
し
か
し
、
永
遠
の
ラ
イ

バ
ル
で
あ
る
関
西
学
院
大
学
も
そ
う

簡
単
に
は
譲
ら
ず
、
12
勝
12
敗
の
タ

イ
で
最
終
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

運
命
の
三
日
目
は
あ
い
に
く
の

雨
。
野
球
部
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の

試
合
が
中
止
に
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

は
熱
戦
の
末
、
男
女
の
総
得
点
数
で

勝
利
。
空
手
道
部
、
レ
ス
リ
ン
グ
部

が
大
接
戦
の
末
に
勝
利
し
、
意
地
を

見
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
り
の
競

技
で
敗
戦
。
総
合
成
績
は
15
勝
17
敗

の
惜
敗
。
最
後
ま
で
好
勝
負
が
続
き

ま
し
た
が
、
８
年
ぶ
り
の
総
合
優
勝

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
こ

そ
は
、
K
A
I
S
E
R
S
と
い
う

一
体
感
を
武
器
に
、
関
西
大
学
が
総

合
優
勝
を
奪
還
し
て
く
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

大
健
闘
な
が
ら
も
、
惜
敗
!

第
39
回
総
合
関
関
戦
!

６
月
17
日（
金
）〜
19
日（
日
）。
三
日
間
に
わ
た
る
本
戦

関
西
大
学
創
立
１
３
０
周
年
、

メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
に
ホ
ー
ム
で
の
開
催

EVENT REPORT

EVENT
REPORT

左
の
写
真
に
ス
マ
ホ
を
か
ざ
す
と
、
動
画
が
再
生
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
P
44
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《記事・写真提供のご協力》関大スポーツ編集局
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大 学 ・ 学 生 の 活 動 報 告

り
、
本
学
が
主
催
者
と
な
り
、
創
立
１
３
０

周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
は
、

こ
の
屏
風
を
緞
帳
に
使
っ
て
い
る
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考

え
、
こ
う
し
て
、
８
月
１
日
に
世
界
遺
産
で

あ
る
エ
ッ
ゲ
ン
ベ
ル
ク
城
で
、
９
日
に
大
阪

で
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

周
年
事
業
と
し
て
は
、
是
非
と
も
学
生
諸

君
を
参
加
さ
せ
た
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で

交
響
楽
団
・
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
混
声
合
唱
団

ひ
び
き
と
、
グ
ラ
ー
ツ
の
プ
ロ
奏
者
と
の
合

同
演
奏
は
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
各

ク
ラ
ブ
の
顧
問
の
先
生
方
、
学
生
も
賛
同
し

コ
ン
サ
ー
ト
の
見
ど
こ
ろ
、
聴
き
ど
こ
ろ
や

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
実
現
ま
で
の
背
景
や
経

緯
か
ら
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
グ
ラ
ー
ツ
に
あ
る
世
界

遺
産
、
エ
ッ
ゲ
ン
ベ
ル
ク
城
の
部
屋
の
一
つ

に
日
本
の
屏
風
が
は
め
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
バ
ー
バ
ラ
・
カ
イ
ザ
ー
博
士
（
同
城

主
任
学
芸
員
）
が
ケ
ル
ン
大
学
の
フ
ラ
ン

チ
ィ
ス
カ・エ
ー
ム
ケ
教
授
に
調
査
を
依
頼
、

２
０
０
６
年
に
教
授
が
来
日
さ
れ
た
際
に
、

本
学
に
相
談
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

本
学
の
研
究
者
が
現
地
を
訪
問
す
る
と
、

現
存
例
が
極
め
て
少
な
い
豊
臣
時
代
の
大
坂

て
く
れ
て
、
実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
春
、
グ
ラ
ー
ツ
の
関
係
者
を
訪
問
し
、

コ
ン
サ
ー
ト
成
功
へ
の
強
い
期
待
を
感
じ
ま

し
た
。
グ
ラ
ー
ツ
の
音
楽
家
に
お
い
て
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
は
有
名
で
、
大
変

名
誉
だ
と
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
３
部
構
成
か
ら
な
っ
て
お

り
、
第
１
部
で
は
バ
ー
バ
ラ
・
カ
イ
ザ
ー
博

士
が
講
演
さ
れ
、
第
２
部
は
大
坂
図
屏
風
を

テ
ー
マ
と
し
た
新
作
が
２
点
発
表
さ
れ
ま

す
。
ひ
と
つ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
曲
家
に

よ
る
も
の
で
、
ハ
ッ
ク
ブ
レ
ッ
ト
と
い
う
古

楽
器
を
用
い
る
も
の
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
大

阪
の
作
曲
家
に
よ
る
も
の
で
、
三
味
線
と
弦

の
風
景
を
描
い
た
、
大
変
貴
重
な
屏
風
で
あ

る
と
い
う
大
発
見
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
八

扇
に
、大
坂
城
を
は
じ
め
、天
神
橋
、天
満
橋
、

横
堀
川
、
八
軒
家
、
住
吉
大
社
、
平
等
院
ま

で
描
か
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
屏
風
に
関

す
る
本
学
と
の
共
同
研
究
は
メ
デ
ィ
ア
か
ら

も
非
常
に
注
目
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、グ
ラ
ー

ツ
が
あ
る
シ
ュ
タ
イ
ヤ
マ
ル
ク
州
も
、
こ
の

屏
風
を
と
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
グ
ラ
ー
ツ
の
音
楽
家
が
こ
の
屏

風
を
題
材
に
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
両
国
で
開

催
し
よ
う
と
考
え
、
２
０
１
５
年
７
月
に
グ

ラ
ー
ツ
の
関
係
者
が
本
学
に
お
越
し
に
な

2
0
1
6
年
夏
。

   
間
も
な
く
、

大
舞
台
の
開
幕
だ
♪♪

本
番
目
前
、
正
念
場
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
、
こ
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
さ
れ
た

楠
見
晴
重
学
長
と
、
出
演
さ
れ
る
各
文
化
会
ク
ラ
ブ
の
代
表
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た（
取
材
は
5
月
時
点
）。

関
西
大
学
創
立
1
3
0
周
年
記
念
事
業
「
豊
臣
期
大
坂
図
屏
風
」
コ
ン
サ
ー
ト
直
前
レ
ポ
ー
ト

「2013 年4月13日フェスティバルホールこけら落とし公演
( フェニーチェ歌劇場特別コンサート )  © 森口ミツル
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大 学 ・ 学 生 の 活 動 報 告

楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
楽
曲
演
奏
で
す
。

そ
し
て
第
３
部
が
、
グ
ラ
ー
ツ
の
弦
楽
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
関
西
大
学
生
と
の
共
演
で
す
。

是
非
、
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

学
生
へ
の
エ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す

　

大
学
に
お
い
て
、
研
究
者
は
、
国
際
交
流

と
し
て
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

体
育
会
の
学
生
は
国
際
親
善
試
合
を
経
験
す

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
な
が
ら
、

文
化
会
の
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

国
際
交
流
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
文
化
会
と
し
て

も
例
を
み
な
い
規
模
の
国
際
文
化
交
流
事
業

で
あ
り
、
学
生
に
と
っ
て
も
大
変
貴
重
な
経

験
に
な
る
と
確
信
し
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
の
学

生
に
は
、
準
備
や
練
習
は
大
変
だ
と
思
い
ま

す
が
、
あ
る
程
度
緊
張
感
が
あ
っ
た
方
が
、

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
良
い
と
思
い
ま

す
。是
非
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
研
究
に
つ
い
て
。
今
後
の
展
開
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
?

　

屏
風
の
研
究
は
今
も
進
ん
で
い
ま
す
。

バ
ー
バ
ラ
・
カ
イ
ザ
ー
博
士
や
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
関
係
者
に
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を

提
案
し
、
実
現
に
向
け
て
着
手
し
ま
し
た
。

屏
風
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
拡
大
し
て
現
在
の

大
阪
の
街
並
み
と
比
較
す
る
こ
と
の
で
き
る

コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
、
日
本
語
、
英
語
、

そ
し
て
エ
ッ
ゲ
ン
ベ
ル
ク
城
の
協
力
で
ド
イ

ツ
語
で
も
説
明
文
が
表
示
で
き
る
よ
う
に
す

る
予
定
で
す
。
こ
れ
は
教
材
と
し
て
も
面
白

い
の
で
、
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

プロとの共演、それもフェ
スティバルホールという
場所での演奏は部員全員
が嬉しい !
これだけの規模のコン
サートへの出演は、もち
ろん初めてです。

柴山 あかねさん
社会学部 3 年次生

吉川 智貴さん
化学生命工学部 3 年次生

上柴 史子さん
法学部 3 年次生

緊張しています。2 年次生
以上はすでに練習を始め
ていますが、1年次生も必
ず完璧に仕上げます !

「豊臣期大坂図屏風」
陶板画（現物の 1.5 倍）
第 1 学 舎 1 号 館 の 2
階ロビーにて

フェスティバルホール
出演は貴重な経験、そ
れもプロと共演できる
めったにない経験。団
員一同、頑張ります！

校友の皆さまへ
この記念すべきコンサートを
ぜひご観賞ください

◆ 校友・父母：3,000 円　学生・生徒：1,000 円　一般：5,000 円

◆ 尚、未就学児のご入場はお断りしております。あらかじめご了承ください

関西大学交響楽団 

関西大学グリークラブ

関西大学混声合唱団ひびき

[ 関大パンセ受付 ] ☎ 06-6368-0011 （ 平日のみ9:00〜17:00 ）
[ 関大パンセオンラインショップ ] https://kandaipenseeshop.jp/
[ フェスティバルホールチケットセンター ] ☎ 06-6231-2221（10:00〜18:00）

[ 関西大学 学生センター ] ☎ 06-6368-1833（平日のみ 9:00〜17:00）

◆ 詳しくは、『関西大学「豊臣期大坂図屏風」コンサート特設サイト』
http://www.kansai-u.ac.jp/ku130/concert/ をご覧ください。

2016.8.9（火）
フェスティバルホール

開催日
会　場

お問い合わせ



関
西
大
学
創
立
1
3
0
周
年
記
念
関
連
行
事
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
7
月
以
降
開
催
さ
れ
る
行
事
な
ど
）

創
立
１
３
０
周
年
記
念
を
迎
え
る
今
年
、
こ
れ
か
ら
開
催
が
予
定
さ
れ
る
行
事
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

校
友
の
皆
さ
ん
も
お
時
間
の
許
す
限
り
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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大 学 ・ 学 生 の 活 動 報 告

梅田キャンパス建築工事。順調に進行中！
　大阪市北区鶴野町に開設予定の「梅田キャンパス」建設工事が順
調に進んでいます。建物を覆っていた防護シートも徐々に撤去されて
おり、“関西大学”のサインも確認できるまでに、その全貌が明らか
になってきました。この新たな拠点ではスタートアップ支援をはじめ、
異業種交流サロンや生涯学習などの様々な活動を展開する予定で
す。9 月 28 日竣工、10 月のオープンに向け、期待がふくらみます。

8 月 9 日（火）18 時 30 分～ 21 時
[ フェスティバルホール ]　　
　関西大学が共同研究を進めてきた「豊臣期大坂図屏
風」の縁に基づき、オーストリア・グラーツの弦楽楽団と、
本学の学生団体である交響楽団・グリークラブ・混声
合唱団ひびきの共演によるクラシックコンサートを開催
します。大坂図屏風をテーマにした新曲の本邦初披露
もあります（詳細は、130 周年ホームページにて）。

国際文化交流「豊臣期大坂図屏風」
コンサートの開催

10 月 5 日（水）〜 11月14 日（月）
「関西大学博物館」と「大阪歴史博物館特集展示室」
の２会場で同時開催。

創立１３０周年記念展示会
「関西大学のちから」の開催

「関西大学１３０年のあゆみ」の発行
副読本「関西大学をまなぶ」の発行

「１３０周年記念ＤＶＤ」の製作

11月 4 日（金）　
式　典：13 時 30 分～ 15 時
[ＢＩＧホール１００]
祝賀会：15 時 20 分～ 17 時
[１００周年記念会館ホール ]
※式典会場の収容人員に限りがあるため、同日、ホームページ

　上で式典の状況を同時配信いたします。

（１）関西法律学校発祥の地顕彰碑
（２）歴史的景観回顧モニュメント
（３）天六学舎跡地記念碑
（４）藤澤東 先生頌徳碑の碑文

創立１３０周年記念  各種記念碑の設置

創立１３０周年記念式典・祝賀会の挙行

10 月 21日（金）18 時 40 分～ 21 時 30 分
[ 東京センター大教室 ]　
　様々な書籍や雑誌を刊行しながら、関西大学ととも
に今年創業 130 周年を迎える河出書房新社と中央公
論新社が果たしてきた役割を検証し、今後の出版会の
趨勢を考えます。
出席者：片山杜秀（文芸評論家、慶應義塾大学教授）、
大澤 聡（批評家、メディア史研究家、近畿大学講師）、
竹内 洋（関西大学東京センター長）

河出書房新社 ･ 中央公論新社
創業１３０周年 ＆ 関西大学創立
１３０周年記念トークイベントの開催

8 月 20 日（土）10 時～ 19 時
[ＪＲホテルクレメント高松 ]　
　講演会、応援団演舞、関大寄席、各種展示、入試
相談会、グッズ販売等のほか、17時から有料で交流会も。

「関西大学フェスティバル in 四国」
（関西大学・教育後援会との共催）の開催

9 月17 日（土）13 時～
[ＢＩＧホール１００]　
　ノーベル化学賞受賞者根岸英一先生をお招きして
のイノベーション創成センター設立記念シンポジウム
の第 2 回目。ノーベル賞受賞研究者が語る「イノベー
ション」にご期待ください。
※【第１回目】４月９日（土）にＢＩＧホール１００において、産

官学の最前線で活躍されている方々をお招きして講演会・パ
ネルディスカッションを開催しました。

「イノベーション創生センター」
開設記念シンポジウム【第２回目】

9 月 24 日（土）13 時～ 14 時 30 分
[ＢＩＧホール１００]　
　小泉武夫氏（東京農業大学名誉教授）、及び阿川
佐和子氏（エッセイスト・タレント）が、21世紀の人
類社会における最大の課題のひとつである「食」をテー
マとして取り上げる講演会です。両氏による息のあっ
た対談にも注目です。

特別記念講演会
「食と健康」の開催

※ P14 に関連記事を掲載

※ P17 に関連記事を掲載

※ P27 に関連記事を掲載
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「関西大学のちから 〜伝統への自信、未来への考動〜」
　　　　 関西大学博物館
　　　　 10時〜16 時（日曜・祝日休館）

「関西大学蔵 本山コレクションの精華」
　　　　  大阪歴史博物館 8F 特集展示室　
　　　　　〒 540-0008 大阪市中央区大手前 4 丁目1 番 32 号

　　　　   9時半〜17 時（火曜休館）

大 学 ・ 学 生 の 活 動 報 告

「関西大学のちから」開催のお知らせ 

関西大学は、明治 19（1886）年に大阪の地に誕生し、
人と人とのつながり（＝学縁）を大切に発展してきました。
その成果を、創立130周年記念展示会として関西大学
博物館と大阪歴史博物館の 2 会場で開催いたします。

「関西大学のちから」を、両会場でぜひご観覧ください。

校友の皆さまへ

関西大学博物館 
〒 564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35
Tel：06-6368-1171  Fax：06-6388-9928　
E-mail：hakubutsukan@ml.kandai.jp
http://www.kansai-u.ac.jp/Museum/ 

関西大学創立 130 周年記念展示会 

徂徠山人外集 11 巻写本（図書館蔵） 髙橋大輔バンクーバー五輪銅メダル
（個人蔵）

クウォイ（パプア･ニューギニア／博物館蔵）

木村蒹葭堂「花蝶之図」（掛幅／図書館蔵）

関西法律学校講義録（年史編纂室蔵）

地から—大阪— 馳から—スポーツ— 智から—叡智—

道から—伝統— 千から—コレクション—

詳 細 連 絡 先

2016年10月5日（水）〜11月14日（月）会  期

場 所

観 覧 料場 所

開館時間

開館時間

▶ 第 1会場

〈 第 1会場出品資料 〉

▶ 第 2 会場

第 1 会場 無料　
第 2会場 本学校友は無料

※第 2 会場来館時に、本誌『關大』の封筒を
　ご持参くださった方は、2 名様まで無料とな
　ります

※開館情報については、http://www.kansai-u.ac.jp/Museum/
　でご確認ください

会期中の金曜日は20時まで（但し11月11日は除く）
※入館は閉館の30分前まで
※開館情報については、http://www.mus-his.city.osaka.jp/
　でご確認ください



Be Proud ! All  KANDAI    18

　5月29日に高槻キャンパス祭2016が開催され
ました。17回目の開催となる今年は、イベント
に参加する方に楽しんでもらいたいという学生た
ちの思いが込められた、

「WA!!!」（“話”“輪”“和”）
をテーマに開催され、約
2,600人の来場者で大い
に賑わいました。

　6月5日に第6回堺キャンパス祭が開催されま
した。「SAI 〜最高の祭で彩る堺〜」をテーマに、
模擬店やステージ企画をはじめ、子ども向けスポー

ツイベントなどのプログラ
ムを実施。多くの来場者
に満足いただけるキャン
パス祭となりました。

　6月19日開催。テーマは「Let's防×祭」。自治
会の協力で炊き出しラン
チのイベントを開催。ま
た、校友でFM802のDJ
内田絢子さんと、樋口大
喜さんによる　 トークも。

　

関
西
大
学
科
学
技
術
振
興
会
（
※
）
は

●
本
学
で
の
研
究
活
動
を
産
業
界
に
紹
介

し
、
新
産
業
創
出
な
ど
科
学
技
術
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と

● 

大
学
と
会
員
企
業
の
発
展
向
上
に
貢
献
す

る
こ
と

を
目
的
と
し
、
会
員
企
業
お
よ
び
学
内
研
究

員
の
優
れ
た
研
究
活
動
の
成
果
、
顕
著
な
功

績
が
認
め
ら
れ
る
産
学
連
携
活
動
や
知
的
財

産
の
創
造
･
活
用
に
対
す
る
表
彰
制
度
を

設
け
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
５
月
21
日（
土
）開
催
の
振

興
会
総
会
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
の
各
賞

受
賞
者
に
、
紀
和
隆
会
長
（
昭
39
学
工
機
、

株
式
会
社
紀
和
マ
シ
ナ
リ
ー
代
表
取
締
役
会

長
）
か
ら
表
彰
が
行
わ
れ
、
各
々
に
表
彰
状

と
副
賞
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

第
13
回
目
と
な
る
「
学
の
実
化
賞
」
は
、

化
学
生
命
工
学
部 

老
川
典
夫
教
授
に
よ
る

「
D-

ア
ミ
ノ
酸
強
化
福
山
黒
酢
の
開
発
と
関

大
コ
ラ
ボ
商
品
化
の
実
現
」
の
実
績
お
よ
び

産
学
連
携
活
動
へ
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、「
研
究
奨
励
賞
」
は

計
３
件
、
学
外
公
募
事
業
で
受
賞
が
評
価
さ

れ
た
学
生
４
名
が
受
賞
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
各
位
に
は
、
今
後
ま
す
ま
す

の
研
究
･
技
術
開
発
で
の
ご
活
躍
と
発
展

を
お
祈
り
し
た
い
。

「
学
の
実
化
賞
」・「
研
究
奨
励
賞
」

関
西
大
学
科
学
技
術
振
興
会
か
ら

大 学 ・ 学 生 の 活 動 報 告

開催日 クラブ名 大会名 戦 績

4月23日〜 24日 重量挙部 第13回全日本学生ウエイトリフティング選抜大会 男子56kg級　優勝　本木和真さん（人4）
女子69kg級　2位　下原昭衣さん（人4）

4月24日 拳法部 西日本学生拳法選手権大会 女子団体　優勝（4連覇）
男子団体　準優勝

4月29日 空手道部 第50回関西学生空手道個人選手権大会 男子組手競技+75kg級　準優勝　髙橋凌さん（経4）

5月6日〜 8日 重量挙部 第62回全日本男子学生ウェイトリフティング個人選手権大会
第28回全日本女子学生ウェイトリフティング個人選手権大会

男子77kg級　準優勝　白草翔太さん（人4）
女子62kg級　準優勝　柴田里穂さん（商4）

5月7日 ソフトボール部男子 関西学生ソフトボール連盟春季リーグ戦 1部リーグ優勝（4季連続）

5月7日〜 8日 自転車部 第36回西日本学生選手権トラック自転車競技大会 チームパーシュート種目　2位

5月7日〜 8日 水上競技部 第4回関西学生チャンピオンシップ水泳競技大会 男子100m自由形および男子200m自由形　
優勝　敦賀直哉さん（人4）

5月8日 ハンドボール部女子 関西学生ハンドボール連盟春季リーグ戦
1部リーグ2位（創部初）
ベストセブン　古賀美穂さん（人4）、
清水朋花さん（社4）が選出

5月8日〜 15日 テニス部 第92回関西オープンテニス選手権大会 男子シングルス　優勝　竹元佑亮さん（商3）
準優勝　中村侑平さん（人4）

5月13日〜 15日 射撃部
第63回春季全関西学生ライフル射撃選手権大会
第22回春季全関西女子学生ライフル射撃選手権大会

男子50m三姿勢120発競技　団体優勝／男子 10m
エアライフル立射60発競技　個人優勝（日本新記録を
マーク）　八川綾佑さん（文2）／女子50m三姿勢60
発競技　個人優勝　堅田みちるさん（経4）／
女子50m三姿勢60発競技　団体優勝／女子10m
エアライフル立射40発競技　団体優勝

5月21日〜 23日 重量挙部 第76回全日本ウエイトリフティング選手権大会 男子56kg級　準優勝　本木和真さん（人4）

5月22日〜 29日 テニス部 平成28年度関西学生春季テニストーナメント
男子シングルス　優勝　染矢和隆さん（商4）
男子ダブルス　優勝　染矢和隆さん（商4）・
林大貴さん（社2）ペア
女子シングルス　準優勝　畑守美里さん（人4）

6月5日 アイスホッケー部 第8回アイスホッケー関西CUP決勝リーグ 優勝（8年連続）

6月5日 サッカー部 第45回関西学生サッカー選手権大会 優勝（3年ぶり8回目）

体育会クラブの活躍・戦績紹介
体育会に所属する各クラブが、様々な大会で素晴らしい成績を収めています。

その一部となりますが、ここでご紹介させていただきます。

写真右 : 老川典夫教授
写真左 : 紀和隆会長

（
※
）
関
西
大
学
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
の
外
郭
団
体
。

平
成
28
年
５
月
21
日
開
催
の
総
会
に
お
い
て
、
西
村
哲
郎

氏
（
昭
55
学
工
金
、
株
式
会
社
日
本
ス
ペ
リ
ア
社
代
表
取

締
役
社
長
）
が
会
長
に
就
任
さ
れ
た

キャンパス祭を開催しました!!
高槻キャンパス祭

堺キャンパス祭

高槻ミューズキャンパス祭

秘
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大 学 ・ 学 生 の 活 動 報 告

　

科
学
技
術
賞
・
若
手
科
学
者
賞
の
受
賞
者

１
９
３
名
中
、
私
立
大
学
関
係
者
は
22
名
。

　

そ
の
う
ち
、
本
学
の
受
賞
者
は
私
立
大
学

最
多
の
７
名
と
な
り
、
幅
広
い
分
野
に
お
い

て
本
学
の
成
果
が
評
価
さ
れ
る
結
果
と
な
っ

た
。

　
「
学
の
実
化
」
実
践
に
向
け
、
今
回
の
受

賞
研
究
を
は
じ
め
、
教
育
研
究
活
動
と
と
も

に
研
究
力
を
生
か
し
た
産
学
官
連
携
に
強
い

大
学
を
目
指
す
。

セ
ー
リ
ン
グ
を
始
め
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

関
大
一
中
３
年
生
の
秋
に
、
同
じ
ク
ラ
ス

の
友
達
に
ヨ
ッ
ト
の
試
乗
会
に
誘
わ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
日
は
天
候
も
す
ご

く
良
く
て
、
こ
れ
ま
で
全
く
見
た
こ
と
も

な
か
っ
た
ヨ
ッ
ト
に
乗
っ
て
海
に
出
て
み

た
ら
、
風
を
受
け
て
海
の
上
を
滑
ら
か
に

ス
ー
ッ
と
走
っ
て
い
っ
た
経
験
が
衝
撃
的
で

し
た
。

セ
ー
リ
ン
グ
の
一
番
の
魅
力
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

一
番
の
魅
力
は
、
毎
回
状
況
が
変
わ
る
海

の
上
を
滑
走
す
る
こ
と
で
す
。
天
候
も
そ
う

で
す
が
、
風
や
海
面
を
肌
や
目
や
耳
な
ど
全

身
で
感
じ
て
、
そ
の
時
の
状
況
を
判
断
し
、

予
測
不
能
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
頭
と
体
を
使
っ

て
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

● 

科
学
技
術
賞
　
理
解
増
進
部
門

“
体
感
型
理
科
教
育
に
よ
る
分
野
横
断

  

か
つ
世
代
縦
断
型
教
育
の
普
及
啓
発
”

・
倉
田 

純
一　

 

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
准
教
授

・
河
原 

秀
久　

 

化
学
生
命
工
学
部
教
授

・
山
本 　

健　

 

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
准
教
授

● 

若
手
科
学
者
賞

“
超
高
速
3
次
元
動
画
像
顕
微
鏡
の
創
成
と  

  

高
機
能
化
の
研
究
”

・
田
原 　

樹　

 

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
助
教　

　

● 

科
学
技
術
賞
　
開
発
部
門

“
直
感
的
操
作
が
可
能
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン

 

マ
シ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
開
発
”

・
田
實 

佳
郎　

 

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
教
授

● 

科
学
技
術
賞
　
科
学
技
術
振
興
部
門

“
3
次
元
情
報
の
利
活
用
の
た
め
の

  
社
会
基
盤
技
術
の
振
興
”

・
田
中 
成
典　

 

総
合
情
報
学
部
教
授

・
窪
田 　

諭　
 

環
境
都
市
工
学
部
准
教
授

も
し
、
何
で
も
好
き
な
こ
と
が
で
き
る

1
日
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、

何
を
し
ま
す
か
？

　

綺
麗
な
滝
で
ヨ
ガ
を
し
た
い
で
す
。

リ
オ
五
輪
へ
の
意
気
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

入
賞
を
目
指
し
ま
す
。
前
回
の
世
界
選
手

権
で
は
32
位
で
、
世
界
の
ト
ッ
プ
と
の
実
力

差
を
感
じ
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

す
る
ラ
イ
バ
ル
た
ち
に
比
べ
て
経
験
や
実
力

で
劣
っ
て
い
ま
す
が
、
一
つ
で
も
順
位
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

私
立
大
学
受
賞
者
で
、“

最
多”

を
誇
る
!

7
名
の
教
員
が

平
成
28
年
度
科
学
技
術
分
野
の

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

リ
オ
五
輪
。
関
大
魂
で
、

入
賞
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
！

（
株
式
会
社
村
田
製
作
所 

安
藤
正
道
氏
・
河
村
秀
樹
氏
、

三
井
化
学
株
式
会
社 

吉
田
光
伸
氏
と
共
同
受
賞
）

（
東
京
都
市
大
学 
今
井
龍
一
准
教
授
、
大
阪
経
済
大
学 

中

村
健
二
准
教
授
と
共
同
受
賞
。
受
賞
者
全
員
が
関
西
大
学

大
学
院
出
身
）

（
大
阪
医
科
大
学 

寺

文
生
専
門
教
授
、
大
阪
薬
科
大
学 

辻
坊
裕
教
授
と
共
同
受
賞
）

人
間
健
康
学
部
　
1
年
次
生
　
髙
野 

芹
奈

リオ五輪開催
記 念 特 集
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大 学 ・ 学 生 の 活 動 報 告

　

自
然
豊
か
な
長
野
県
北
部
、
栂
池
ス
キ
ー

場
の
麓
に
立
地
。冬
の
ス
キ
ー
、ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
は
も
ち
ろ
ん
、
春
か
ら
秋
に
は
高
山
植
物

の
宝
庫
・
高
層
湿
原
「
栂
池
自
然
園
」
で

の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク
も
楽
し
め
ま
す
。

ロ
ッ
ジ
周
辺
に
は
北
ア
ル
プ
ス
の
壮
大
な
自

然
を
堪
能
で
き
る
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
カ

ヌ
ー
、
お
子
さ
ま
も
楽
し
め
る
魚
の
つ
か

み
捕
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー

施
設
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
長
野
五
輪
で
使

用
さ
れ
た
白
馬
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
、
白
馬
美

術
館
な
ど
を
巡
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　

琵
琶
湖
の
東
湖
畔
に
位
置
し
、
四
季
折
々

の
風
景
を
眺
め
つ
つ
、
湖
で
は
釣
り
や
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

彦
根
市
内
で
は
江
戸
時
代
の
町
並
み
や
寺

社
仏
閣
な
ど
歴
史
的
景
観
を
巡
る
ほ
か
、

彦
根
城
周
辺
に
軒
を
連
ね
る
和
洋
菓
子
や

雑
貨
を
扱
う
個
性
的
な
お
店
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
も
楽
し
め
ま
す
。

　

彦
根
荘
の
敷
地
内
に
は
桜
の
並
木
道
が
あ

り
、
春
に
は
満
開
の
桜
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
２
面
）

や
屋
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
テ
ー
ブ
ル
も
通
年
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

神
戸
市
の
北
部
に
連
な
る
国
立
公
園
六
甲

山
の
自
然
豊
か
な
山
頂
近
く
に
あ
り
、
山
荘

の
テ
ラ
ス
か
ら
は
、
日
本
三
大
夜
景
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
る
神
戸
１
０
０
０
万
ド
ル
の
夜

景
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
き
焼

き
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
な
ど

「
美
味
し
く
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
」
と
好
評

の
お
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

山
荘
の
周
辺
に
は
神
戸
の
雑
貨
・
ス
イ
ー

ツ
や
地
元
食
材
が
集
ま
る
「
六
甲
ガ
ー
デ
ン

テ
ラ
ス
」、
お
子
さ
ま
に
も
人
気
の
「
六
甲

山
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
」
な
ど
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
豊
富
で
す
。

 

白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ

〈
本
館
･
別
館
合
わ
せ
て 

最
大
72
名
宿
泊
可
能
〉

 

彦
根
荘

〈
最
大
24
名
宿
泊
可
能
〉

 

六
甲
山
荘

〈
本
館
･
別
館
合
わ
せ
て 

最
大
54
名
宿
泊
可
能
〉

※ 2016 年 7 月 4 日〜 9 月 2 日までメンテナンスの
　ため休館です

お 問 い合 わ せ 先  教育後援会事務室 ☎ 0 6 - 6 3 6 8 - 0 0 5 5  まで

文学部比較宗教学専修の先生が関西大学提携講座を開講。奮ってご受講ください

この講座は 1 回だけでも受講可能。
受講料等詳細は同文化センター ☎ 06-6346-8700 まで

　文学部の比較宗教学専修の先生が、昨年に続
き毎日文化センター（大阪市北区梅田、毎日新
聞ビル 2 階）で、関西大学提携講座「宗教から
世界を知ろう」を開講することになった。
　今回のテーマは「聖地巡礼 - 過去と現在」で、
8月6日から各土曜日午後3時30分から午後5時
まで 4 回開講する。

開講日 テーマ 講　師
8月  6日 巡礼の構造と意味について—キリスト教を中心に 宮本要太郎教授
8月20日 日本の巡礼—歴史と現在 宮本要太郎教授
9月  3日 メッカ巡礼—イスラーム 小田淑子教授
9月 17日 インドの聖地と巡礼—仏教とヒンドゥー教を中心に 酒井真道准教授

校
友
の
皆
さ
ま
も
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

　
関
西
大
学
で
は
、
学
生
等
の
ゼ
ミ
合
宿
や
研
修
会
の
場
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
校
友
の
皆
さ
ま
も
ご
利
用
可
能
で
す
の
で
、
校
友
仲
間
の
集
い
や
ご
家
族
と
の
ご
旅
行
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
料
金
等
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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大 学 ・ 学 生 の 活 動 報 告

　

本
学
と
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
立
パ
ウ
リ
ス
タ

大
学
（
U
N
E
S
P
）」
と
の
間
で
こ
の
た

び
大
学
間
の
基
本
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し

た
。
本
学
に
と
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国

（
通
称
：
ブ
ラ
ジ
ル
）
で
最
初
の
協
定
大
学

で
す
。
こ
れ
は
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）

を
用
い
て
バ
ー
チ
ャ
ル
に
海
外
の
教
育
機

関
の
ク
ラ
ス
と
交
流
学
習
を
行
う
活
動
で
あ

る
C
O
I
L
（　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

）を
通
し
た
交

流
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

平
成
27
年
12
月
に
本
学
で
実
施
し
た

「
K
U-

C
O
I
L 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
･
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
5
」
に
参
加
さ
れ
た

U
N
E
S
P
か
ら
招
待
を
受
け
、
３
月
下
旬

に
２
日
間
の
C
O
I
L
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
開
催
。
そ
の
際

に
協
定
書
へ
の
調
印
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
C
O
I
L
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
し
た
国
際
部
教
職
員
に
は
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
千
里
会
の
三
宅
信
史
氏
（
昭
47
学

法
）
が
大
阪
か
ら
同
行
し
て
く
だ
さ
り
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
訪
問
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
会
の
鈴

木
雅
夫
氏
（
昭
50
学
社
）
が
新
規
の
協
定

候
補
大
学
と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
っ
た
「
州
立
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
大
学

（
U
N
I
C
A
M
P
）」
も
こ
の
機
会
に
訪
問

し
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
２
番
目
の
協
定
大
学
を
目

指
し
て
、
現
在
、
両
大
学
間
で
の
交
渉
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
訪
問
で
、

鈴
木
氏
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
た
だ

い
た
「
州
立
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
（
U
S
P
）」

の
関
係
者
と
の
面
会
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
千
里
会
の
そ
の
後
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
、
U
S
P
の
協
定
担
当
者
と

の
連
絡
･
調
整
が
実
現
し
、
協
定
締
結
に

向
け
た
協
議
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
学
に
と
っ
て
「
遠
く
て
遠
い

国
」
で
あ
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
大
学
が
サ
ン
パ

ウ
ロ
千
里
会
の
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り

「
遠
く
て
近
い
国
」
の
協
定
大
学
と
し
て
現

実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
遠
く
は
な

い
将
来
、
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
の
留
学
生
に
出
会
え
る
日
が
や
っ
て

く
る
で
し
ょ
う
。

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
、
大
学
と
の
交
流
促
進
に
向
け
て

池田佳子教授は現場にてワーク
ショップを行い、KU-COILサポー
トチームメンバーのガヴァン・グレ
イ先生とエルヴィタ・ハフ COIL ア
シスタントコーディネータがAdobe 
Connectを用いて日本から遠隔発
表を行いました。
1日目のワークショップは COIL 及
び KU-COIL の紹介と COIL 実践
を行い、SUNY COILセンター長
のジョン・ルビン氏からビデオ・プ
レゼンテーションがありました。
また、SUNY Ulster のホープ・ウィ
ンドル氏とSUNY Oswego のエイ
ミ・マックハフ氏による COIL 実践
について、遠隔発表も行いました。
2 日目のワークショップでは、
COIL 授業のための ICT ツールを
体験してもらいました。

C
ollaborative O

nline 
International Learning

サンパウロ州立パウリスタ大学は、芸術、科学、
人間、テクノロジーなどの知の伝達と発展を
目的として設立されました。あらゆる分野の学
問を総合し、34 の都市に 23 のキャンパスを
持つ世界でも有数の規模を誇る大学で、本学
にとって初となるブラジルの協定校です。

リオ五輪開催
記 念 特 集



続きは機関誌をご購読ください。



引き続き、皆さんの “ヒトコト”を募集してまいります。校友会Webサイトや
Facebookページでもお知らせいたします。ご応募はkoyukai@ml.kandai.jpまで。

ご案内

　全体的に見やすくなりました。従来の「堅さ」が少なくなって、読み易くなりました。
連載小説も新企画で、次号が楽しみになってきます。現役学生の話題もあって現在の学生
気質が伝わってきます。現役生と卒業生のパイプ役としての機関誌に期待します。
　「各支部だより」ですが、従来通り投稿者名と支部連絡先を併記して頂ければ投稿した
校友も機関誌に名が残り満足してくれると思いますので、どうぞ宜しくお願いします。

中尾達夫（昭和47年卒）

　リニューアル前の機関誌『關大』は、年配校友をターゲットとして編集されており、記事
内容も、母校の動向や各校友会支部の動向等、興味が持てる記事も掲載されていましたが、
どちらかと言うと「報告誌」って感じでした。また、情報量が多すぎて凝縮されていたため、
見辛い頁もありました。
　それに対して、リニューアル後は、「感激!逢いたかったです。スポットライト・パーソン」
や「関大564」のように、読みたくなる記事が掲載され、次号発行を楽しみにさせているこ
とは良いことです。
　また、現役生が主役となって写真や記事に登場するなど、若い校友にとっては、『關大』
を通じて校友会に距離を置くことなく身近に感じさせる構成になっています。
　また、各校友会支部の動向では、掲載数を減らし、誌面を見易くされています。
　反面、支部の広報を担当する我々にとっては掲載する記事を厳選されるため、インパクト
がありアピールできる記事を提供することが求められ、結果、記事作成スキルの向上に繋
がり、面白い記事掲載ができるのでは。
　よって、リニューアルされた『關大』はターゲットを若い校友に絞り、彼らを校友会へ惹
きこみ、活性化させるツールになるのではないだろうかと思います。

寺島尚生（昭和55年卒）

“リニューアルした機関誌『關大』第593号の感想”をヒトコト。

矢野茂（昭和48年卒）

　機関紙『關大』も新聞形式の月刊誌であった頃から（たしか、写真も白黒であった）、今
回のリニューアルまで徐々に、より視覚に訴えるものに進化していると思います。なお、『關大』
でしか読めない連載小説「関大564」も今後の展開を楽しみにしております。
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機関誌『關大』投票結果のご報告

関西大学校友会さんが機関誌『關大』第 593 号　発行で
アンケートを作成しました。
リニューアルした機関誌『關大』はいかがでしたでしょうか。
9 つのコンテンツの中から 3 つ、皆さまが面白いと思われた
ものにチェックをお願いいたします。よろしければ、感想
などもお寄せいただけますと幸いです。
※お寄せいただいたコメントは、「ヒトコト、ヒトリゴト。」に掲載
　させていただく場合がございますので、ご了承ください。

感激！逢いたかったです。
スポットライトパーソン

安田依央の「關大」だけでしか
読めない連載小説

EVENT REPORT－関西大学校友会
ホームカミングデー 2016 スプリング
フェスティバル－

AR動画－関西大学校友会ホーム
カミングデー 2016 スプリング
フェスティバル－

Kan-Dai の今

Life is beautiful! 

STORY of Leaders

moment shot　今月の一枚

ヒトコト、ヒトリゴト。

まだお読みでない皆さま、是非ご覧ください！

表紙を飾っていただいた織田
信成さんに現役学生がインタ
ビューする、「感激！逢いたかっ
たです。スポットライト・パー
ソン」が人気を集めました。

次いで、現役学生にご登場
いただいた「Kan−Daiの
今」、NFLチアリーダーと
して活躍された校友記事
の「Life is beautiful!」

（吉田奈央さんは、今シー
ズンもオーディションに
見事合格されました!）。

機関誌『關大』でしか読
めない安田依央さんの連
載小説も、日ごとに人気
上昇中です。

関西大学校友会Facebookページ
にて、機関誌『關大』第593号の
投票を実施いたしました。ご協力
いただいた校友の皆さま、誠にあ
りがとうございます。
リニューアルした機関誌で、面白
かったコンテンツにご投票いただいた結果を
左に掲載しています。

 25   Be Proud ! All  KANDAI   

関西大学校友会Facebookページでは引き続き、第594号へのアンケートを実施いたします。
リニューアル以降の『關大』では、校友会からの一方的な情報発信にとどまらず、校友の皆さま
からの“声”を拝聴し、より良い誌面作りに活かしていきたいと考えております。
是非とも投票へのご協力をお願いいたします。

機関誌『關大』投票ご協力のお願い
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校友会の活動報告

　

６
月
11
日
（
土
）、
１
０
０
周
年
記
念
会

館
で
第
１
０
７
回
定
時
代
議
員
会
が
開
催
さ

れ
、
６
０
０
余
人
の
代
議
員
が
出
席
し
た
。

第
１
号
議
案「
平
成
27
年
度
事
業
報
告（
案
）

に
つ
い
て
」
と
第
２
号
議
案
「
平
成
27
年
度

収
支
決
算
（
案
）
及
び
貸
借
対
照
表
並
び
に

財
産
目
録
に
つ
い
て
」
は
原
案
通
り
可
決
・

承
認
さ
れ
た
。
第
３
号
議
案
「
学
校
法
人
関

西
大
学
校
友
評
議
員
候
補
者
推
薦
方
法
の

決
定
に
つ
い
て
」
は
、
大
東
総
務
部
長
が

提
案
説
明
。「
前
例
で
は
、
校
友
評
議
員
候

補
者
選
考
委
員
会
を
設
置
し
て
候
補
者
を
選

考
し
て
お
り
、
委
員
会
の
委
員
の
人
数
及
び

そ
の
人
選
に
つ
い
て
は
会
長
に
一
任
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
回
も
前
例
ど
お
り
会
長
に
一

任
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
選
考
委
員
の
氏

名
は
、
機
関
誌
『
關
大
』
７
月
号
に
掲
載
し

て
発
表
し
た
い
」
と
提
案
。
異
議
な
く
可
決

承
認
し
た
。

　

第
１
０
７
回
定
時
代
議
員
会
で
「
会
長
一

任
」
と
な
っ
た
校
友
評
議
員
候
補
者
の
選
考

委
員
に
つ
い
て
、
寺
内
俊
太
郎
会
長
は
副
会

長
ら
と
協
議
の
上
、
前
例
等
も
勘
案
し
て
人

選
を
進
め
、
次
の
17
人
に
委
嘱
し
た
（
50
音

順
、
敬
称
略
）

　

５
月
20
日（
金
）、K
O
M
A
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
第
32
回
支
部
対
抗
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
。
42
支
部
１
４
２
人
が
参
加
し
た

今
大
会
で
は
、
初
の
試
み
で
あ
る
１
３
０
周

年
記
念
ニ
ア
ピ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
。
ま

た
、
母
校
創
立
１
３
０
周
年
募
金
と
熊
本
地

震
義
援
金
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
合
計

１
３
０,
８
３
９
円
が
寄
せ
ら
れ
た
。

▼
大
東
恭
治
（
昭
57
学
法
）
校
友
会
総
務
部
長

▼
織
戸　

新
（
昭
49
学
法
）
神
戸
支
部
長

▼
加
藤
安
宏
（
昭
51
学
法
）
関
大
法
曹
会
副
幹
事
長

▼
北
嶋
弘
一
（
昭
44
Ｍ
工
）
博
修
士
会
長

▼
河
野
昌
弘
（
昭
43
学
２
法
）
西
宮
支
部
長

▼
佐
藤
弘
一
（
昭
39
学
法
）
体
育
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
長

▼
隅
谷
哲
三
（
昭
39
学
工
）
堺
支
部
長

▼
田
中
義
昭
（
昭
43
学
文
）
校
友
会
副
会
長

▼
田
中
義
信
（
昭
50
学
法
）
平
野
支
部
長

▼
谷　

康
司
（
昭
52
学
法
）
吹
田
支
部
長

▼
玉
置
栄
一
（
昭
53
学
経
）
校
友
会
財
務
部
長

▼
堤　

勇
二
（
昭
54
学
法
）
大
阪
府
庁
秀
麗
会
長

▼
燈
田　

進
（
昭
48
学
法
）
会
計
人
会
長

▼
中
井
邦
夫
（
昭
45
学
２
法
）ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ク
ラ
ブ
会
長

▼
塗
木
桂
子
（
昭
41
学
文
）
愛
知
支
部
副
支
部
長

▼
別
處
了
一
（
昭
46
学
社
）
茨
木
支
部
長

▼
三
木
允
子
（
昭
42
学
文
）
校
友
会
副
会
長

順位 プレーヤー名 支部 GROSS HDCP NET
優勝 臼井　正信 名張 84 14.4 69.6
準優勝 石原　美之 西宮 107 36.0 71.0
3位 杉谷　好広 大阪中央 88 16.8 71.2
4位 光成　和晃 大阪中央 93 21.6 71.4

5位 中野　弘 城東 85 13.2 71.8
6位 羽根　一善 豊中 91 19.2 71.8
7位 野間　耕三 堺 95 22.8 72.2
8位 和田　崇 福島 98 25.2 72.8
9位 土山　勝史 宝塚 85 12.0 73.0
10位 長嶺　光生 堺 84 10.8 73.2

ホール プレーヤー名 支部 距離
東3番 中野　弘 城東 0m53cm
西2番 山崎　正 守口 2m02cm
南2番 瀧川　晃 東住吉 3m53cm

順位 支部 プレーヤー名 NET合計
優勝 大阪中央 杉谷・光成・河原・片山 295.6
準優勝 堺 野間・長嶺・古渕・田中 296.0
3位 宝塚 土山・谷添・村上・井村 300.2
4位 名張 臼井・角谷・若山・福本 301.0
5位 守口 石井・北町・橋本・篠原 302.2

競技成績

個人戦（理事長杯）

130周年記念ニアピン　各ホール1位

団体戦（校友会長杯）

第
１
０
７
回
定
時
代
議
員
会
開
く

平
成
27
年
度
事
業
報
告・

収
支
決
算
を
承
認

校
友
評
議
員
候
補
者

選
考
委
員

寺
内
会
長
が
17
人
に
委
嘱

第
32
回
支
部
対
抗
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

1
3
0
周
年
記
念
ニ
ア
ピ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施

奨学生証授与式には、
奨学生27人中17人が出席



　　  校友・ご家族、在学生のご父母　
　　  17:00～19:00
　　  大宴会場「飛天の間」　　　 　
　　  お一人様￥7,000

対象

場所

費用

時間

お問い合わせ 関西大学校友会事務局
〒564-8680　大阪府吹田市山手町3-3-35　関西大学 校友・父母会館内

06-6380-8476電話 FAX

ホームページ・Facebookは
06-6368-0039

関西大学校友会 検索

▶ 講演会　▶ 入試相談コーナー　▶ 関大寄席　▶ 各種展示コーナー
▶ 応援団演舞　▶ 関西大学フィギュアスケーター展　
▶ 関大グッズ販売コーナー　

▶総合懇談会
　　　  10:00～11:45
▶学部別教育懇談会（就職・学生生活相談を含む）
　　　  12:50～16:00
　　　  サンポートホール高松

地方教育懇談会を、ご父母・保護者の皆様を対象に、
同時開催いたします。

時間

時間

会場

教育後援会よりお知らせ

共催：関西大学、関西大学校友会、関西大学教育後援会　　主管：関西大学フェスティバルin四国実行委員会

“関西大学フェスティバル ｉｎ 四国”開催迫る!!
創立130周年記念事業

土2016８ ２０/
12:00～19:00
JRホテルクレメント高松
JR高松駅徒歩1分／ことでん高松築港駅より徒歩1分 

集まれ！関大人！

第1部

第2部

イベント

交流会

受験生を含む一般の方、校友・ご家族、在学生のご父母対象
（入場無料です。お気軽にご来場下さい）

※要事前
　申込

（サンポートホール高松）



樫
木
恵
三（
か
し
き
･
け
い
ぞ
う

=

昭
49
学
工
）

　

67
歳
。
元
神
戸
市
消
防
監
。
神
戸
市
。

塩
谷
龍
義（
し
お
た
に
･
た
つ
よ
し=

昭
42
学
文
）

　

71
歳
。
元
県
警
部
。
神
戸
市
。

田
塩 

勝（
た
し
お
･
ま
さ
る=

昭
42
学
商
）71
歳
。

　

元
県
警
部
補
。
伊
丹
市
。

田
島
義
章（
た
じ
ま
･
よ
し
あ
き

=

昭
43
学
法
）

　

71
歳
。元
県
警
部
補
。兵
庫
県
多
可
郡
多
可
町
。

村
田
啓
幸（
む
ら
た
･
ひ
ろ
ゆ
き

=

昭
45
学
法
）

　

71
歳
。
元
県
警
部
補
。
三
木
市
。

◆ 

黄
綬
褒
章

池
田
幸
世（
い
け
だ
･
こ
う
せ
い

=

昭
31
学
法
）

　

83
歳
。
農
業
。
和
歌
山
県
有
田
郡
湯
浅
町
。

中
谷
安
男（
な
か
た
に
･
や
す
お

=

昭
31
短
大
1
）

　

80
歳
。
中
谷
宝
文
堂
代
表
者
。
奈
良
県
吉
野

　

郡
大
淀
町
。

◆ 

藍
綬
褒
章

安
達
幸
男（
あ
だ
ち
･
ゆ
き
お=

昭
47
学
工
）66
歳
。

　

吹
田
市
消
防
団
副
団
長
。
吹
田
市
。

大
川
哲
次（
お
お
か
わ
･
て
つ
じ

=

昭
45
学
法
）

　

68
歳
。
篤
志
面
接
委
員
。
奈
良
市
。

　
政
府
は
、
4
月
29
日
付
で
平
成
28
年
度
春
の
叙
勲
受
章
者
を
、
28
日
付
で
褒
章
受
章
者
を
発
表
。

そ
れ
に
先
立
ち
4
月
9
日
付
で
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
た
。

　
校
友
会
事
務
局
で
確
認
で
き
た
関
西
大
学
関
係
者
は
次
の
皆
さ
ま
。
心
か
ら
祝
意
を
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
は
近
畿
2
府
4
県
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
万
全
で
は
な
く
、

未
掲
載
の
受
章
者
を
ご
存
じ
の
方
は
校
友
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

瑞
宝
中
綬
章

池
田
敏
雄（
い
け
だ
･
と
し
お
）78
歳
。

　

名
誉
教
授
･
元
法
学
部
教
授
。
茨
木
市
。

岩
崎
憲
次（
い
わ
さ
き
･
け
ん
じ

=

昭
43
D
法
）

　

80
歳
。
名
誉
教
授
･
元
法
学
部
教
授
。

　

大
和
郡
山
市
。

永
井
規
男（
な
が
い
･
の
り
お
）80
歳
。

　

名
誉
教
授
･
元
工
学
部
教
授
。
向
日
市
。

◆ 

旭
日
小
綬
章

上
谷
幸
彦（
か
み
た
に
･
さ
ち
ひ
こ

=
昭
38
学
文
）

　

75
歳
。
元
西
宮
市
議
会
議
員
。
西
宮
市
。

◆ 

瑞
宝
小
綬
章

小
坂
裕
次
郎（
こ
さ
か
･
ゆ
う
じ
ろ
う

=

昭
43
学
法
）

　

70
歳
。
元
大
阪
府
出
納
長
。
阪
南
市
。

中
村 

清（
な
か
む
ら
･
き
よ
し

=

昭
44
学
工
）　

　

70
歳
。
元
豊
中
市
消
防
正
監
。
吹
田
市
。

尾
久
葉
憲
勇（
お
く
ば
･
の
り
お

=

昭
44
学
2
経
）

　

76
歳
。
元
近
畿
郵
政
監
察
局
大
阪
東
部
郵
政

　

監
察
室
長
。
阪
南
市
。

藤
井
博
之（
ふ
じ
い
･
ひ
ろ
ゆ
き

=

昭
47
学
2
法
）

　

71
歳
。
元
県
議
会
事
務
局
長
。
神
戸
市
。

◆ 

瑞
宝
双
光
章

伊
吹 

晃（
い
ぶ
き
･
あ
き
ら

=

昭
42
学
法
）71
歳
。

　

元
警
視
正
。
木
津
川
市
。

岡
崎 

巌（
お
か
ざ
き
･
い
わ
お

=

昭
42
学
法
）

　

71
歳
。
元
警
視
正
。
阪
南
市
。

曽
根
航
一（
そ
ね
･
こ
う
い
ち

=

昭
43
学
法
）

　

71
歳
。
元
府
警
視
。
枚
方
市
。

竹
田
博
明（
た
け
だ
･
ひ
ろ
あ
き

=

昭
42
学
商
）

　

71
歳
。
元
警
視
正
。
尼
崎
市
。

名
塩
允
之（
な
し
お
･
み
つ
ゆ
き

=

昭
42
学
法
）

　

71
歳
。
元
警
視
正
。
奈
良
市
。

福
田 

修（
ふ
く
だ
･
お
さ
む

=

昭
54
学
文
）61
歳
。

　

元
2
等
陸
佐
。
和
泉
市
。

山
本
章
公（
や
ま
も
と
･
あ
き
ひ
ろ

=

昭
42
学
法
）

　

71
歳
。
元
県
警
視
。
高
砂
市
。

◆ 
瑞
宝
単
光
章

稲
熊
成
基（
い
な
く
ま
･
し
げ
き

=

昭
46
学
文
）

　

67
歳
。
元
守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防
司

　

令
長
。
門
真
市
。

岡
本
喬
嗣（
お
か
も
と
･
た
か
し

=

昭
42
学
法
）

　

71
歳
。
元
県
警
部
補
。
神
戸
市
。

小
川
卓
夫（
お
が
わ
･
た
く
お

=

昭
42
学
文
）

　

71
歳
。
元
県
警
部
補
。
神
戸
市
。

◆ 

旭
日
双
光
章

島 

保
範（
し
ま
･
や
す
の
り

=

昭
33
学
商
）

　

80
歳
。
元
堺
市
議
会
議
員
。
堺
市
。

鍵
山
祐
一（
か
ぎ
や
ま
･
ゆ
う
い
ち

=

昭
42
学
商
）

　

72
歳
。
全
国
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
連
合
会

　

副
会
長
。
京
都
市
。

◆ 

瑞
宝
双
光
章

天
野
裕
隆（
あ
ま
の
･
ひ
ろ
た
か

=

昭
26
学
2
経
）

　

87
歳
。
元
公
立
小
学
校
長
。
藤
井
寺
市
。

荻
野
邦
雄（
お
ぎ
の
･
く
に
お

=

昭
26
学
2
法
）

　

87
歳
。
元
公
立
小
学
校
長
。
池
田
市
。

瀬
野
文
二（
せ
の
･
ぶ
ん
じ

=

昭
39
学
商
）75
歳
。

　

保
護
司
。
箕
面
市
。

竹
本 

栄（
た
け
も
と
･
さ
か
え

=

昭
40
学
文
）

　

73
歳
。
平
野
愛
和
学
園
施
設
長
。
大
阪
市
。

日
鷹
修
一（
ひ
た
か
･
し
ゅ
う
い
ち

=

昭
40
学
2
経
）

　

75
歳
。元
岡
山
地
方
法
務
局
次
長
。東
大
阪
市
。

堀
口 

純（
ほ
り
ぐ
ち
･
じ
ゅ
ん

=

昭
42
学
工
）74
歳
。

　

元
日
本
郵
政
公
社
職
員
。
淡
路
市
。

◆ 

瑞
宝
単
光
章

岩
野 

勝（
い
わ
の
･
ま
さ
る=

昭
33
高
1
）76
歳
。

　

元
西
宮
市
消
防
団
分
団
長
。
西
宮
市
。　

叙 

勲

褒 

章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

※
掲
載
は
、
氏
名･

卒
業
年
学
部･

年
齢･

職
業･

住
所
の
順
。
敬
称
略
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
･
褒
章
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※ 6月22日現在の内容です。変更になることもありますので、校友会ホームページ等にて、ご確認ください　

豊臣期大坂図屏風コンサート 8月9日（火）18:30 中之島フェスティバルホール
関西大学フェスティバルin四国 8月20日（土）12:00 高松駅前・JRホテルクレメント高松
平成28年度春学期卒業式・学位記（修士・博士）授与式 9月16日（金）10:00 100周年記念会館
第七回関大寄席 10月1日（土）10:00 天満天神繁昌亭
平成28年度校友総会 10月16日（日）12:30 千里山キャンパス・BIGホール100、100周年記念会館

上海関大会 ゴルフ関関戦 7月30日（土）場所未定（山本震一 yamamotos@shystrading.com）
北九州支部総会「校友の集い」 7月30日（土）18:30 リーガロイヤルホテル小倉（西原正人 ☎093-771-5209）
羽曳野支部総会 7月31日（日）18:00 天王寺都ホテル（吉澤則男 ☎072-958-7590）
茨木支部総会 8月4日（木）18:30 ホテル阪急エキスポパーク（別處了一 ☎072-634-6613）
ロサンゼルス千里会・学生交流会（国際インターンシップ） 8月5日（金）時間・場所未定
　（藤原良雄 yoshio.Fujiwara@cbre.com）
福岡千里会総会 8月5日（金）18:30 ホテルセントラーザ博多（安藤造園土木・白木成光 ☎092-841-4141）
香川支部総会 8月20日（土）16:10 高松駅前・JRホテルクレメント高松
　（後藤設備工業・伊藤雅也 ☎078-881-3116）
シリコンバレー関大会・学生交流会（国際インターンシップ） 8月21日（日）18:30 場所未定
　（岸田陽世志 h-kishida@sts-innovation.com）
上海関大会・学生交流会（国際インターンシップ） 8月25日（木）19:00 場所未定
　（山本震一 yamamotos@shystrading.com）
台湾OB会高雄懇親会 8月26日（金）18:00 高雄（李銘坤 mklee3648@yahoo.com.tw）
佐賀千里会総会 8月27日（土）18:00 櫓庵治（松永久光 ☎0952-53-2190）
台湾OB会総会 8月27日（土）18:00 台北（李銘坤 mklee3648@yahoo.com.tw）
吹田支部総会 9月3日（土）14:00 新大阪江坂東急REIホテル（小川将史 ☎06-4981-5107）
岡山支部総会 9月3日（土）18:00 ピュアリティまきび（ケイティープランニング気付 ☎086-245-6980）
尼崎支部総会 9月3日（土）18:30 都ホテルニューアルカイック（田中正喜 ☎06-6499-1948）
インド千里会設立総会・学生交流会（国際インターンシップ） 9月3日（土）19:00 場所未定
　（朴 貴大 Kwidae.park@canon.co.in）
サイゴン千里会・学生交流会（国際インターンシップ） 9月5日（月）19:00 場所未定
　（小島 秀 kojishu@hotmail.co.jp）
瑪雷西亜千里会 ゴルフ関関同対抗戦 9月11日（日） テンプラーパークCC
　（海道哲芳 kaido.akiyoshi@sojitz.com、木村圭 Kei-k@iwatani.co.jp）
東住吉支部総会 9月11日（日）17:00 場所未定（福田尚武 ☎06-6691-7185）
東播支部総会 9月16日（金）18:30 加古川プラザホテル（猪子真一 ☎090-2194-5186）
川西支部総会 9月18日（日）18:00 アステ市民プラザ（荒木敏雄 ☎072-758-1787）
明石関大クラブ総会 9月23日（金）18:30 グリーンヒルホテル明石（池田幸司 ☎078-947-8693）
枚方支部総会 9月24日（土）16:30 北大阪商工会議所大会議室（永盛労務事務所・永盛啓司 ☎06-6170-4864）
豊中支部総会 9月24日（土）17:00 ホテルアイボリー（横畠正秀 ☎06-6331-2275）
西宮支部「関西大学130周年記念ワンコイン（500円）講演会」 9月25日（日）13:30 
　プレラにしのみや５階・プレラホール（栄興電機工業・小坂圭一 ☎06-6491-5301）
西宮支部総会 10月1日（土）18:00 ノボテル甲子園（栄興電機工業・小坂圭一 ☎06-6491-5301）
シンガポール千里会・第20回全日本大学ゴルフ対抗戦 10月2日（日）STARHILL GOLF & COUNTRY CLUB
　（安達聡重 adachi.satoshige@gmail.com）
宝塚支部総会 10月8日（土）18:00 宝塚ホテル（塚本壽一 ☎0797-85-1491）
天王寺支部総会 10月8日（土）18:30 ホテルアウィーナ大阪（北原正浩 ☎06-6771-9789）
東成支部総会 10月14日（金）18:30 KKRホテル大阪（10,000円、女性8,000円、28年3月新卒者無料招待。
　神藤加代子 ☎06-6971-2682）
愛知支部総会 10月15日（土）17:00 キャッスルプラザ（西川正 ☎090-5967-9960）
生駒支部総会 10月22日（土）11:00 たけまるホール小ホール（藤俊弘 ☎0743-79-5157）
上海関大会 関西圏大学対抗ゴルフ大会 10月23日（日）シルポート（旭宝）GC
　（山本震一 yamamotos@shystrading.com）
姫路支部総会 10月28日（金）18:30 北京閣本館（池田屋気付 ☎079-222-0235）
岐阜千里会総会 10月29日（土）16:00 岐阜グランドホテル（松村工業・疋田 ☎058-271-3912）

博修士会総会 7月30日（土）13:00 千里山キャンパス・校友会会議室
　（システム理工学部講師控室気付 ☎06-6368-1121）
公認会計士関大会研修会 9月3日（土）15:00 千里山キャンパス・校友会会議室
　（アクア・アンド・カンパニー　中丁卓也 ☎06-4708-5200）
経済人クラブ第211回例会 9月12日（月）18:00 大阪新阪急ホテル2階・花の間
　（校友会事務局 ☎06-6368-0041）
応援団OB長柄会（Ⅱ部）総会 10月8日（土）18:00 大阪新阪急ホテル2階・花の間
　（中村博司法書士事務所 ☎06-6705-5678）
平成28年度司法試験合格者祝賀会 10月11日（火）18:30 大阪新阪急ホテル
　（グリーン法律会計事務所内・吉村卓輝 ☎06-6313-9000）
秀麗寮士会総会 10月23日（日）12:00 千里山キャンパス・100周年記念会館（市場康雄 ☎06-6330-6090）
経済人クラブ第212回特別例会（東京経済人倶楽部との共催予定） 10月29日（土） 
　なめがたファーマーズヴィレッジ見学（校友会事務局 ☎06-6368-0041）

【本部関係 ･
 大学関係】

【職域会ほか団体】

【地 域支部】

支部総会等開催のお知らせ ※掲載は、組織名、開催日時、場所
　（会費、連絡先・電話番号）の順です
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6月初旬時点でのお便りを掲載しています  
校友会 Web サイトにて随時更新していますので、そちらもご覧ください

　

８
月
５
日
か
ら
21
日
ま
で
の
17
日

間
、
南
米
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
ブ
ラ
ジ
ル
の

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
市
で
開
催
さ
れ

る
。
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
、
関

西
大
学
現
役
学
生
の
髙
野
芹
奈
さ
ん

が
、
若
干
18
歳
と
い
う
年
齢
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
。
我
々
サ
ン

パ
ウ
ロ
千
里
会
の
面
々
も
髙
野
さ
ん

の
出
場
を
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
い

る
。
あ
ま
り
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

過
ぎ
ず
、
全
力
で
競
技
に
臨
ん
で
も

ら
い
た
い
。

　

さ
て
、
現
地
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
向
け
て
さ
ぞ
か
し
盛
り
上
が
っ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
、
と
お
思
い
の

方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
実
際
は
そ
う
で
は
な
く
、

５
月
３
日
か
ら
聖
火
リ
レ
ー
も
行
わ

れ
て
い
る
の
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
報
道

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
が
現
状
だ
。

と
い
う
の
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
民
の

関
心
は
、
ジ
ル
マ
・
ル
セ
フ
大
統
領

の
弾
劾
裁
判
開
始
に
よ
る
職
務
停
止

や
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
歴
史
上
最
大
の
汚

職
撲
滅
捜
査
「
ラ
バ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作

戦
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
に
寄
せ
ら

れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
と
ブ
ラ
ジ

ル
人
に
尋
ね
る
と
「
心
配
し
な
く
て

い
い
よ
。
直
前
に
な
れ
ば
盛
り
上
が

る
か
ら
」
と
、
お
お
ら
か
な
ブ
ラ
ジ

ル
人
気
質
が
伺
え
る
声
が
返
っ
て

く
る
。
２
０
１
４
年
に
開
催
さ
れ
た

サ
ッ
カ
ー
W
杯
大
会
の
時
も
そ
う

だ
っ
た
よ
う
に
、
直
前
ま
で
盛
り
上

が
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
い
っ
た
ん

は
じ
ま
る
と
国
民
は
熱
狂
的
に
応
援

し
た
と
い
う
前
例
が
あ
る
。

　

今
回
も
同
様
だ
と
期
待
し
て
い

る
。
き
っ
と
多
く
の
皆
さ
ん
が
思
い

描
く
よ
う
な
、
華
や
か
で
活
気
の
あ

る
ブ
ラ
ジ
ル
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
の
た

め
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
渡
航
を
計
画
し

て
い
る
方
は
ご
存
知
と
思
う
が
、
ジ

カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
デ
ン
グ
熱
に

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
。
い
ず
れ
も

蚊
が
媒
介
す
る
。
特
に
ジ
カ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
小
頭
症
を
引
き
起
こ
す

原
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
妊
婦
へ
の

感
染
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
世
界
保

健
機
関
（
W
H
O
）
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
が
、
防
疫
対
策
は
し
っ
か
り

と
講
じ
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
治
安
を
心
配

す
る
方
も
い
る
だ
ろ
う
。
残
念
な
が

ら
日
本
と
比
べ
る
と
治
安
は
良
く
な

い
が
、
警
備
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最

重
要
課
題
で
あ
り
、
大
会
期
間
中
は

軍
隊
３
万
５
０
０
０
人
、
軍
警
察
、

市
民
警
察
、
民
間
の
警
備
会
社
等

５
万
人
の
合
計
８
万
５
０
０
０
人
体

制
で
警
備
に
あ
た
る
。
こ
れ
だ
け
大

規
模
な
警
備
で
あ
れ
ば
、
犯
罪
組
織

も
身
動
き
で
き
ず
、
治
安
は
保
た
れ

る
。

　

最
後
に
、
主
要
施
設
は
ほ
ぼ
完
成

し
て
い
る
が
、
５
月
現
在
で
は
、
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
課
題
も
残
っ
て

い
る
。
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
、
と
心
配

に
な
る
点
も
散
見
さ
れ
る
が
、
開
催

ま
で
に
は
間
に
合
う
の
だ
ろ
う
。

　

少
し
シ
ビ
ア
な
レ
ポ
ー
ト
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
陽

気
で
フ
ラ
ン
ク
な
国
民
性
が
、
観
戦

に
来
た
外
国
人
観
光
客
を
包
ん
で
く

れ
る
は
ず
。
現
地
に
行
か
れ
る
校
友

に
は
、
是
非
ブ
ラ
ジ
ル
流
の
「
お
も

て
な
し
」
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

海外支部だより
Overseas Branch

祝
!! 

髙
野
芹
奈
さ
ん
、
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

ブ
ラ
ジ
ル
　
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
最
新
情
報
を
お
届
け

関
西
大
学
校
友
会
サ
ン
パ
ウ
ロ
千
里
会
　
会
長

株
式
会
社
サ
ン
パ
ウ
ロ
新
聞
社
　
代
表
取
締
役
社
長  

鈴
木 

雅
夫

写真中央が鈴木雅夫さん

リオ五輪開催
記 念 特 集
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台
湾
O
B
会
（
李
銘
坤
会
長
）
の

本
年
度
第
１
回
の
例
会
に
は
、
留

学
生
別
科
に
入
学
す
る
新
入
生
３
人

と
、
台
湾
大
学
に
交
換
留
学
中
の

山
本
雅
也
君
を
は
じ
め
、
16
人
が

出
席
し
た
。

　

新
入
生
３
人
は
、
日
本
の
文
化
や

授
業
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
、
ま
さ

に「
学
縁
」を
実
感
す
る
も
の
と
な
っ

た
。
充
実
し
た
ひ
と
と
き
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
名
残
惜
し
く
も
次

回
５
月
６
日
の
例
会
で
の
再
会
を
約

束
し
解
散
し
た
。

　

ま
た
３
月
は
、
台
湾
O
B
会
に

と
っ
て
大
変
め
で
た
い
月
と
な
っ

海 外支部だより

の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り

に
着
用
し
て
母
校
愛
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
ビ
ク
ト
リ
ア
ハ
ー
バ
ー
を
眺
め

な
が
ら
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
最
高
で
、

ビ
ー
ル
、
お
肉
が
い
つ
も
の
２
倍
は

お
い
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

香
港
千
里
会
で
は
縦
の
つ
な
が
り

だ
け
で
な
く
横
の
つ
な
が
り
も
出
来

る
の
で
、
も
し
香
港
に
赴
任
さ
れ
る

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

上
海
関
大
会
（
横
田
和
彦
会
長
）

は
、
シ
ル
ポ
ー
ト
（
旭
宝
）
G
C

で
開
催
さ
れ
た
第
17
回
上
海
大
学
対

抗
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
し
、
39
大
学

中
７
位
に
入
賞
し
た
。

　

関
大
は
第
２
回
大
会
か
ら
参
加

し
て
い
て
、
第
12
回
大
会
で
準
優
勝

し
て
以
来
、
最
近
は
や
や
低
迷
気
味

だ
っ
た
。
今
回
は
強
豪
の
早
稲
田
よ

り
も
上
位
で
、
関
関
同
立
の
中
で
は

最
上
位
だ
っ
た
。

　

当
日
は
残
念
な
が
ら
大
雨
で
、
各

自
の
結
果
は
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。

と
は
い
え
７
位
入
賞
は
、
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
に
大
き
く
恵
ま
れ
た
こ
と

と
、
特
に
今
年
か
ら
参
加
し
て
頂
い

た
方
々
（
９
人
中
４
人
）
が
頑
張
っ

て
く
れ
た
結
果
だ
。

　

な
お
、関
関
戦
を
７
月
30
日
（
土
）

に
シ
ル
ポ
ー
ト
か
イ
ン
タ
オ（
銀
涛
）

G
C
で
開
催
予
定
で
す
。
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
10
月
23
日

（
日
）
に
は
関
西
圏
大
学
対
抗
戦
を

シ
ル
ポ
ー
ト
で
、
11
月
に
は
関
関
同

立
戦
を
開
催
予
定
で
す
。

た
。
５
日
に
古
叔
宜
さ
ん
が
ご
結

婚
、
続
い
て
13
日
に
は
李
莊
永
さ
ん

（
２
０
１
４
年
４
月
留
学
生
別
科
修

了
）
と
李
逸
靈
さ
ん
（
２
０
１
３
年

靜
宜
大
学
の
交
換
留
学
生
）
が
ご
結

婚
さ
れ
た
。
２
人
は
、
２
０
１
３
年

４
月
の
台
湾
留
学
生
新
入
生
歓
迎
会

で
知
り
合
い
、
そ
の
ご
縁
で
李
会
長

が
仲
人
を
務
め
ら
れ
た
。
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
き
ご

多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

初
の
試
み
で
あ
る
関
関
同
立
合
同

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
が
、
西
灣
河
の

マ
ン
シ
ョ
ンGrand Prom

enade

で
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
幹
事
一
同
で

企
画
し
た
も
の
。
毎
年
秋
に
は
関
関

同
立
の
合
同
懇
親
会
を
行
っ
て
い
る

が
、
日
ご
ろ
駐
在
員
の
方
を
支
え
て

お
ら
れ
る
ご
家
族
も
一
緒
に
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
よ
う
と
の
主

旨
か
ら
で
あ
る
。

　

当
日
は
、
お
子
さ
ん
も
含
め
て
約

70
人
が
参
加
さ
れ
、香
港
千
里
会（
新

井
一
弘
会
長
）
か
ら
14
人
、
広
東
関

大
会
か
ら
も
２
人
が
参
加
、
紫
紺

留
学
生
別
科
の
新
入
生
ほ
か

16
人
が
集
う

｢

学
縁｣
を
実
感
す
る
例
会
に

祝
第
１
回

関
関
同
立
合
同
B
B
Q
大
会

総
勢
70
人
が
参
加

李銘坤 mklee3648@yahoo.com.tw

吉岡秀幸　hksenrikai@gmail.com

山本震一　yamamotos@shystrading.com

台
湾
O
B
会

3/6

香
港
千
里
会

4/16

上
海
大
学
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

9
人
参
加
し
堂
々
7
位
入
賞

上
海
関
大
会

5/22・
28・29
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当
日
は
、
関
西
大
学
副
学
長
吉
田

栄
司
様
を
は
じ
め
、
各
方
面
か
ら
も

多
数
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
な
か
で
母
校
へ
の
想
い
を

新
た
に
し
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、

全
国
・
全
世
界
に
散
ら
ば
る
校
友
の

方
々
か
ら
様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
５
年
が
経
過
し
て
も
以

前
の
生
活
に
戻
っ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在

で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
守
る
べ
き
も
の
の

た
め
に
再
び
走
り
は
じ
め
て
お
り
ま

す
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

の
影
響
で
故
郷
を
離
れ
た
子
供
た
ち

の
中
に
は
、
現
在
「
関
西
大
学
」
で

苦
学
力
行
し
て
い
る
学
生
も
お
り
ま

す
。
彼
ら
は
将
来
、
福
島
県
に
帰
っ

て
く
る
事
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。ま
た
福
島
県
出
身
で
な
く
と
も
、

東
北
復
興
に
関
わ
る
事
業
に
携
わ
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
現
役
学
生
や
校

友
の
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
志
の
あ
る
方
々
の
お
手
伝
い

が
で
き
る
よ
う
な
支
部
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、支
部
会
員
は
28
人
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
体
が
動
か
せ
る
若
い
世
代

（
笑
）
が
多
く
集
ま
り
ま
し
た
。
会

員
相
互
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
楽
し

い
支
部
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
設
立
に
あ
た
り
、
宮
城
支

部
（
伊
藤
新
支
部
長
）
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
活
発

な
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
お

手
本
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
日
ま
で
時
に
や
さ
し

く
、
時
に
厳
し
く
背
中
を
押
し
て
い

た
だ
い
た
校
友
会
組
織
部
東
北
地
区

担
当
の
永
尾
俊
一
様
（
白
ハ
ト
食
品

工
業
代
表
取
締
役
）、
校
友
会
本
部

の
奥
田
惠
造
様
に
は
心
よ
り
お
詫
び

各地支部だより
北から南から

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
先
般
、
関
西
大
学
創
立

１
３
０
周
年
の
お
祝
い
と
支
部
設
立

記
念
事
業
と
し
て
、
学
童
軟
式
野
球

大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
３
月
26
・

27
日
に
、
福
島
県
西
郷
村
民
野
球
場

を
メ
イ
ン
と
す
る
６
会
場
に
福
島

県
・
栃
木
県
よ
り
強
豪
22
チ
ー
ム
を

選
抜
招
聘
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に

て
小
学
生
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

か
ね
て
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
地
域
連
携
事
業
を
模
索
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
西
郷
村
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

と
福
島
県
野
球
連
盟
の
ご
協
力
を
得

て
実
現
出
来
ま
し
た
。
福
島
県
立
安

積
高
等
学
校
時
代
に
甲
子
園
に
出
場

し
、
関
西
大
学
野
球
部
で
も
活
躍
さ

れ
て
い
た
校
友
の
松
山
宗
太
郎
氏
に

は
、
審
判
と
し
て
汗
を
か
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

注目の支部
1そ の

6 月初旬時点でのお便りを掲載しています 　お便りは、北から順番に（北海道方面から九州方面にかけて）掲載しています
同一都道府県において複数の支部を掲載する際には、支部名の五十音順に掲載しています

校友会 Webサイトにて随時更新していますので、そちらもご覧ください

悲
願
の「
東
北
福
島
支
部
設
立
総
会
」
を
開
催

3
月
5
日
、
福
島
県
郡
山
市
に
て
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「
関
西
大
学
東
京
経
済
人
倶
楽
部
」

の
中
か
ら
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
の

　

開
会
式
で
は
、
佐
藤
正
博
村
長
に

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の

甥
っ
子
が
関
西
大
学
ご
卒
業
で
あ
る

話
を
ご
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

大
会
に
花
を
添
え
る
べ
く
、
東
北
楽

天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
元
外

野
手
、「
鉄
平
」
氏
（
現
：
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー

チ
）
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
挨
拶
と
始
球
式
を
お
願
い
し
た
の

で
す
が
、
子
供
た
ち
は
東
北
の
ヒ
ー

ロ
ー
登
場
に
大
喜
び
で
し
た
。
今
後

も
地
域
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
「
カ

ン
ダ
イ
」
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
・・・
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

関
西
大
学
創
立
１
３
０
周
年
そ
し

て
震
災
か
ら
５
年
と
い
う
節
目
の

年
、
支
部
の
設
立
を
誇
り
に
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
々
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
支
部

活
動
の
実
施
を
お
約
束
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北から南から

創
業
を
目
指
す
人
材
や
、
将
来
の
東

京
経
済
人
倶
楽
部
を
担
っ
て
く
れ
る

若
い
人
材
が
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
で
す
。
東
京
経
済
人
倶
楽

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
を
か
け

た
と
こ
ろ
、
現
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

先
輩
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を

目
的
と
し
た
新
社
会
人
歓
迎
会
や
、

他
大
学
も
含
め
関
西
圏
大
学
出
身

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
た
め
の

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
な
ど
。

　

お
互
い
の
ス
キ
ル
や
能
力
を
高
め

合
え
る
勉
強
会
、
懇
親
会
と
し
て
の

B
B
Q
も
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー
に
、
関

東
圏
で
勤
務
し
て
い
る
新
社
会
人
及

び
先
輩
方
が
集
合
。
交
流
を
図
る
た

め
に
自
己
紹
介
ゲ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
等
を
行
い
、
同
窓
同
士
の
新

た
な
繋
が
り
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

総
勢
約
70
人
も
の
卒
業
生
が
参

加
し
て
く
だ
さ
り
、
昨
年
以
上
の
盛

況
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
熊
本
県
・
大
分
県
を

震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
、
被
害

を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

救
援
活
動
・
支
援
活
動
に
奔
走
さ

れ
て
い
る
、
す
べ
て
の
個
人
・
団

体
の
方
々
に
は
そ
の
ご
尽
力
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

東
北
福
島
支
部
長 

松
永
紀
男 

☎
0
9
0-

8
8
8
5-
2
3
5
7

現
在
の
活
動
と
し
て
…

東
京
経
済
人
倶
楽
部 

若
手
会
発
足
の
き
っ
か
け
は
… 

6
月
11
日
に
開
催
し
た

新
社
会
人
歓
迎
会
で
は
…

2
0
1
4
年
設
立

ス
タ
ッ
フ
：
8
人
（
イ
ベ
ン
ト
参

加
者
は
毎
回
、
50
〜
1
0
0
人
）

主
要
イ
ベ
ン
ト
：
新
社
会
人
歓
迎

会（
6
月
）、ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

（
12
月
、
他
大
学
と
の
共
同
開
催
）、

B
B
Q
や
勉
強
会
を
随
時
開
催

注目の支部
2そ の

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

「
東
京
経
済
人
倶
楽
部 

若
手
会
」！ 

現
在
、
規
模
拡
大
中
！！

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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原
口
選
手
か
ら
は
母
校
の
先
輩
へ
の

お
礼
と
、
今
後
の
活
躍
を
誓
う
と
い

う
頼
も
し
い
言
葉
が
。
こ
の
日
、
母

校
サ
ッ
カ
ー
部
の
コ
ー
チ
も
家
族
で

応
援
に
来
ら
れ
て
お
り
、
お
子
さ
ん

も
一
緒
に
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

　

レ
ノ
フ
ァ
山
口
の
原
口
・
篠
原
両

選
手
、関
大
サ
ッ
カ
ー
部
の
皆
さ
ん
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

住
吉
支
部（
小
林
洋
司
支
部
長
）

第
３
回
春
の
一
泊
旅
行
、
総
勢
14
人

で
。

　

初
日
は
干
潮
の
厳
島
神
社
を
参

拝
。
割
れ
目
に
様
々
な
硬
貨
が
挟

ま
っ
て
い
る
鳥
居
ま
で
歩
く
。

　

翌
日
は
旧
海
軍
兵
学
校
（
現
在
は

江
田
島
海
上
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学

校
）へ
。
寺
内
会
長
の
お
口
添
え
で
、

特
別
客
人
と
し
て
案
内
し
て
い
た
だ

く
。
資
料
館
で
は
、
特
攻
隊
員
の
顔

写
真
や
遺
書
の
展
示
も
。
関
大
出
身

の
若
者
も
３
人
海
に
散
っ
て
い
た
。

目
頭
が
熱
く
な
る
。

　

呉
で
は
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見

学
。
戦
艦
大
和
の
１
／
10
模
型
や
歴

史
、
本
物
の
零
戦
等
に
感
動
し
た
。

北から南から

　

岐
阜
千
里
会
（
松
村
公
夫
会
長
）

は
、
レ
ノ
フ
ァ
山
口
の
原
口
拓
人
選

手
（
F
W
18
・
昨
年
入
団
）
と
篠
原

宏
仁
選
手
（
M
F
24
・
今
年
入
団
）

の
応
援
で
、
岐
阜
長
良
川
競
技
場
で

の
対
F
C
岐
阜
戦
を
観
戦
。
試
合

開
始
前
か
ら
関
西
大
学
校
友
会
の
支

部
旗
を
掲
げ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
共
に

応
援
し
た
。
結
果
は
２

−

１
で
レ
ノ

フ
ァ
山
口
が
見
事
勝
利
！ 

出
場
機

会
は
無
か
っ
た
が
、
原
口
選
手
の
懸

命
な
ア
ッ
プ
姿
や
勝
利
の
ダ
ン
ス
で

の
彼
の
最
高
の
笑
顔
を
し
っ
か
り
と

目
に
焼
き
付
け
た
。

　

試
合
後
、
原
口
選
手
と
面
会
し
、

両
選
手
へ
「
岐
阜
千
里
会
激
励
賞
」

を
贈
呈
。
一
層
の
活
躍
を
祈
っ
た
。

候
補
地
の
古
市
古
墳
群
の
主
要
な
古

墳
は
全
て
巡
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

講
師
は
、今
回
も
鍋
島
隆
宏
氏（
平

５
文
・
太
子
町
学
芸
員
）
に
依
頼
。

分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
解
説
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

津
堂
城
山
古
墳
は
、
４
世
紀
末
頃

の
築
造
と
考
え
ら
れ
、
大
和
か
ら
河

内
へ
と
古
墳
築
造
が
移
っ
た
初
期
の

大
王
の
陵
墓
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

雄
略
天
皇
陵
は
前
方
後
円
墳
に
見

え
る
が
、
丸
山
古
墳
（
円
墳
）
と
平

塚
古
墳
（
方
墳
）
と
い
う
別
の
古
墳

で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
絵
図
で
は
丸

山
古
墳
が
雄
略
陵
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
、雄
略
天
皇
と
顕
宗
天
皇・

仁
賢
天
皇
に
よ
る
陵
墓
破
壊
を
巡
る

話
が
あ
り
、
古
に
思
い
を
は
せ
た
も

の
で
あ
る
。

　

今
回
の
歴
史
散
歩
の
会
で
、「
大

阪
に
世
界
遺
産
」
を
と
い
う
思
い
が

当
時
の
高
い
技
術
が
今
日
の
日
本
の

モ
ノ
づ
く
り
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を

学
ぶ
。
て
つ
の
く
じ
ら
館
で
は
潜
水

艦
の
内
部
に
入
れ
、
今
回
の
旅
は
感

激
続
き
だ
。
皆
さ
ん
に
も
是
非
行
っ

て
ほ
し
い
、
特
に
若
者
や
子
ど
も
た

ち
に
。

　

寺
内
会
長
、
ご
参
加
下
さ
っ
た
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来

年
も
素
敵
な
旅
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

　

富
田
林
支
部
（
杉
本
孝
支
部
長
）

で
は
、
第
12
回
歴
史
散
歩
の
会
を
実

施
し
、
校
友
家
族
も
含
め
て
24
人
が

参
加
し
た
。
津
堂
城
山
古
墳
、
雄
略

天
皇
陵
を
巡
り
、
今
回
で
世
界
遺
産

旧
江
田
島
海
軍
兵
学
校
と

安
芸
の
宮
島
見
学
の
旅

世
界
遺
産
候
補
地
を
歩
く

第
12
回
歴
史
散
歩
の
会

関
大
出
身
の
J
2
選
手
を
応
援

岐
阜
千
里
会
激
励
賞
の
贈
呈
も

小林洋司 ☎06-6673-9063

秦純一 ☎0721-93-3085

松村工業・疋田 ☎058-271-3912

岐
阜
千
里
会

4/29

住
吉
支
部

4/23・24

富
田
林
支
部

5/22
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北から南から

よ
り
強
く
な
っ
た
。
来
年
こ
そ
は
政

府
の
推
薦
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
。
皆

さ
ん
方
も
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
を

歩
か
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
母
の
日
に
「
第

39
回
東
大
阪
市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

ふ
れ
あ
い
通
り
会
場
（
近
鉄
布
施

駅

−

八
戸
ノ
里
駅
間
北
側
道
路
）は
、

朝
か
ら
夕
方
ま
で
歩
行
者
天
国
に
。

　

沿
道
に
は
２
２
４
市
民
団
体
の
模

擬
店
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

後
に
は
大
阪
府
警
音
楽
隊
な
ど
、
38

団
体
の
パ
レ
ー
ド
も
。
パ
レ
ー
ド
に

山
本
大
介
氏
が
ト
ー
タ
ル
３
３
７
点

で
堂
々
の
初
優
勝
、
２
位
に
３
１
５

点
（
ハ
ン
デ
ィ
40
点
含
む
）
で
幹
事

長
夫
人
の
北
町
福
子
さ
ん
、
３
位
に

は
２
８
８
点
（
ハ
ン
デ
ィ
40
点
含
む
）

前
回
優
勝
者
伊
東
章
氏
と
な
り
、

シ
ル
バ
ー
世
代
が
強
か
っ
た
今
ま

で
と
一
転
し
て
、
若
手
台
頭
で
和

気
あ
い
あ
い
の
大
会
と
な
っ
た
。

　

芦
屋
支
部
（
直
林
法
廣
支
部
長
）

は
、
昨
年
に
続
き
、「
第
28
回
芦
屋

さ
く
ら
ま
つ
り
」
に
出
店
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
芦
屋
川
沿
い
に
芦

屋
に
所
縁
の
あ
る
各
団
体
等
が
出
店

し
、
お
花
見
を
し
な
が
ら
特
設
ス

は
阪
本
達
也
幹
事
長
・
横
山
純
児
顧

問
が
、
各
々
所
属
団
体
か
ら
参
加
さ

れ
た
。

　

東
大
阪
支
部（
松
葉
健
一
支
部
長
）

は
地
域
連
携
事
業
と
し
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
無
料
姓
名
判
断
の

ブ
ー
ス
を
出
店
。
開
店
と
同
時
に
申

込
者
が
殺
到
し
、
延
べ
１
千
人
を
超

え
た
。
ま
た
、
ブ
ー
ス
に
は
関
大
の

歴
史
写
真
パ
ネ
ル
を
掲
示
し
、
来
店

者
に
「
関
大
通
信
」
を
お
渡
し
す
る

な
ど
、母
校
の
ア
ピ
ー
ル
も
行
っ
た
。

　

当
日
は
現
役
生
や
校
友
の
ご
来
場

も
あ
り
、
支
部
会
員
へ
の
勧
誘
を
。

組
織
活
性
の
一
助
に
も
な
っ
た
。

　

守
口
支
部
（
川
部
政
彦
支
部
長
）

で
は
、
半
年
ぶ
り
に
第
８
回
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
守
口
店

で
開
催
。
今
回
も
守
口
市
役
所
純
正

会
の
若
手
会
員
の
参
加
が
あ
り
、
総

勢
22
人
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

前
回
優
勝
の
伊
東
章
氏
の
始
球
式

で
始
ま
り
、
７
レ
ー
ン
に
分
か
れ
て

２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
で
優
勝
を
競
い

あ
っ
た
。

　

結
果
は
、
今
回
初
参
加
、
若
手
の

テ
ー
ジ
の
音
楽
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
今
年
は
両
日
と
も
天
候
も
よ

く
、
ま
た
桜
も
満
開
と
な
り
大
盛
況

だ
っ
た
。

　

芦
屋
支
部
の
ブ
ー
ス
に
も
多
く
の

人
が
訪
れ
、
販
売
し
た
焼
き
そ
ば
・

生
ビ
ー
ル
等
が
初
日
で
完
売
す
る
ほ

ど
の
賑
わ
い
だ
っ
た
。
２
日
間
で
、

初
参
加
の
４
人
を
含
め
た
延
べ
20
人

の
支
部
校
友
に
、
忙
し
い
な
か
手
伝

い
を
い
た
だ
き
改
め
て
芦
屋
支
部
の

「
学
縁
」
の
強
さ
を
感
じ
た
。

　

ま
た
、「
関
西
大
学
」
の
幟
を
見

て
、
声
を
掛
け
て
く
れ
た
校
友
も
多

く
、
関
西
大
学
の
繋
が
り
の
広
さ
も

実
感
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
を
通
し
、
校
友
の
親
睦
と
地

域
社
会
と
の
交
流
を
図
り
、
支
部
活

動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

Web Contents e-Learning Design & Printing Solutions
さらなる

                         へ

市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り
で

無
料
姓
名
判
断

今
年
も
大
好
評

第
8
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

市
役
所
の
若
手
も
参
加
し
22
人
で

ソフトスマイル保険 ☎06-6721-0922

東
大
阪
支
部

〈
社
会
連
携
事
業
〉

5/8

守
口
支
部

3/17

幹事長 北町収 ☎06-6991-0169       

今
年
も
さ
く
ら
ま
つ
り
に
出
店

学
縁
の
強
さ
を
実
感
の
2
日
間

芦
屋
支
部

〈
社
会
連
携
事
業
〉

4/2・3

有限会社黎明・谷洋 ☎090-8236-9467
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て
桜
は
咲
い
て
い
な
か
っ
た
。

　

日
本
盛
で
ガ
ラ
ス
工
房
を
見
た

り
、
そ
こ
で
お
い
し
い
お
食
事
を
い

た
だ
き
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
し
た
。 

　

い
つ
も
な
ら
車
で
走
り
去
る
場
所

だ
が
、
河
野
支
部
長
や
井
田
さ
ん
達

に
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
、楽
し
か
っ
た
。 

　

４
月
５
日
に
は
満
開
に
な
っ
た
と

の
報
告
を
木
下
先
輩
か
ら
い
た
だ

い
た
。

　

泉
州
連
合
会
（
吉
田
常
佳
会
長
）

第
２
回
総
会
が
、
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ア

ル
ス
タ
ー
泉
大
津
で
開
催
さ
れ
、
本

部
の
田
中
義
昭
副
会
長
ら
を
来
賓
に

迎
え
、
６
支
部
の
校
友
・
来
賓
、
総

　

川
西
支
部
（
井
上
能
一
支
部
長
）

歩
こ
う
会
（
49
人
）
の
春
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
会
が
行
わ
れ
た
。

　

設
立
11
年
目
を
迎
え
た
今
回
は
、

温
泉
に
で
も
浸
か
っ
て
の
ん
び
り
歩

こ
う
と
の
趣
旨
で
地
元
の
能
勢
温
泉

で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
決
ま
っ
た
。

　

能
勢
電
鉄
「
山
下
」
駅
か
ら
名

物
送
迎
車
「
赤
バ
ス
」
に
乗
り
、
温

泉
に
向
か
っ
た
。
参
加
者
は
22
人
、

遠
足
を
思
わ
せ
る
わ
く
わ
く
感
が

あ
っ
た
。

　

温
泉
に
着
い
て
、
玄
関
で
集
合
写

真
を
撮
影
。
昼
食
は
バ
イ
キ
ン
グ
料

理
で
は
あ
っ
た
が
、
元
を
取
ろ
う
と

山
盛
り
す
る
も
お
腹
が
言
う
こ
と
を

き
か
ず
年
相
応
の
量
し
か
食
べ
ら
れ

な
か
っ
た
。

　

昼
食
後
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出
発
。

「
目
に
青
葉
、
山
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
初

ガ
ツ
オ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
青
い
芽

が
吹
く
木
々
を
眺
め
、
ウ
グ
イ
ス
の

声
を
聞
き
、
田
植
え
間
近
の
農
道
を

歩
い
た
。
旅
館
に
戻
っ
た
後
は
温
泉

入
浴
。
露
天
風
呂
に
入
り
能
勢
の
山

並
み
を
眺
望
し
軽
く
汗
を
流
し
た
。

楽
し
い
１
日
だ
っ
た
。

栄興電機工業・小坂圭一 
☎06-6491-5301

北から南から

　

春
本
番
、
宝
塚
支
部
（
門
田
安
正

支
部
長
）
で
は
、
第
11
回
ハ
イ
キ
ン

グ
同
好
会
を
実
施
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
最
高
の
ハ
イ
キ
ン

グ
日
和
。
支
部
会
員
、家
族
、友
人
、

宝
塚
市
民
合
わ
せ
て
39
人
で
、
J
R

生
瀬
駅
か
ら
廃
線
跡
を
武
庫
川
渓

谷
、
ト
ン
ネ
ル
、
桜
の
園
を
経
て

J
R
武
田
尾
駅
ま
で
歩
い
た
。
真
っ

暗
な
ト
ン
ネ
ル
は
５
ヵ
所
あ
り
、
中

は
ヒ
ン
ヤ
リ
し
て
い
て
懐
中
電
灯
は

必
携
だ
。

　

こ
の
コ
ー
ス
は
、
J
R
福
知
山

線
の
廃
線
跡
地
と
し
て
、
宝
塚
市
民

な
ら
一
度
は
歩
い
て
み
た
い
コ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
J
R
武
田
尾
駅

は
、
も
ち
ろ
ん
宝
塚
市
に
属
し
て
い

る
。

　

次
回
、
秋
に
は
紅
葉
を
求
め
て
最

適
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
企
画
し

ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

　

西
宮
支
部
（
河
野
昌
弘
支
部
長
）

は
、
支
部
創
立
70
周
年
記
念
植
樹
の

「
西
宮
権
現
平
桜
」
の
花
見
会
を
阪

神
今
津
駅
集
合
で
実
施
し
た
。 

　

徒
歩
で
、
駅
前
を
南
下
し
、
酒
蔵

通
り
を
右
に
西
進
し
、
津
門
住
江
橋

の
手
前
の
三
角
地
の
「
津
門
中
央

公
園
」
の
場
所
に
桜
の
木
が
あ
る
。

当
日
は
雨
や
雷
の
予
報
だ
っ
た
が
、

ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
に
良
い
お
天
気
。

残
念
な
が
ら
、
１
週
間
ほ
ど
早
す
ぎ

36
人
が
出
席
し

第
2
回
総
会
開
く

6
支
部
長
か
ら
各
支
部
を
紹
介

泉
州
連
合
会

4/23

荒木敏雄 ☎072-758-1787

塚本壽一 ☎0797-85-1491

地
元
の
能
勢
温
泉
で
入
浴
と

昼
食
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
満
喫

70
周
年
記
念
植
樹
花
見
会

早
す
ぎ
て
蕾
、
日
本
盛
へ

第
11
回
ハ
イ
キ
ン
グ
実
施

39
人
で
J
R
廃
線
跡
歩
く

川
西
支
部

5/14

西
宮
支
部

3/27

宝
塚
支
部

4/9
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針
な
ど
の
議
題
に
つ
い
て
慎
重
審

議
、
ま
た
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

校
友
会
本
部
か
ら
三
木
副
会
長
ら

に
出
席
い
た
だ
き
、
母
校
並
び
に

校
友
会
活
動
の
現
況
報
告
と
創
立

１
３
０
周
年
記
念
事
業
に
対
す
る
協

力
も
要
請
さ
れ
た
。

　

歓
談
タ
イ
ム
で
は
、
新
入
会
員
の

自
己
紹
介
や
既
会
員
の
ア
ピ
ー
ル
タ

イ
ム
な
ど
、
積
極
的
に
相
互
の
親
交

を
深
め
て
い
た
。
さ
す
が
は
関
西
大

学
に
縁
の
あ
る
宅
地
建
物
取
引
業
者

の
集
ま
り
だ
け
の
こ
と
は
あ
り
、
昭

和
47
年
卒
業
で
関
西
の
不
動
産
業
界

を
牽
引
さ
れ
る
よ
う
な
大
先
輩
か

ら
、
平
成
28
年
卒
業
の
こ
れ
か
ら
の

活
躍
が
大
い
に
期
待
で
き
る
後
輩
ま

で
多
様
な
方
々
に
参
集
い
た
だ
い

た
。
世
代
・
年
代
の
垣
根
を
感
じ
る

こ
と
な
く
、
た
い
へ
ん
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、盛
況
に
執
り
行
わ
れ
た
。

勢
36
人
が
出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
、
陸
田
弘
行
高
石
支
部

長
と
吉
田
会
長
か
ら
挨
拶
、
本
部
の

田
中
副
会
長
か
ら
来
賓
祝
辞
を
頂
い

た
。
議
事
で
は
、
設
立
か
ら
の
約
１

年
半
の
間
を
含
む
27
年
度
の
活
動
報

告
・
決
算
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

28
年
度
も
初
年
度
同
様
の
活
動
計

画
を
踏
襲
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

「
地
域
校
友
の
輪
拡
大
」「
趣
味
の
会

の
充
実
・
発
展
」「
本
部
行
事
に
積

極
的
に
参
加
・
協
力
」
等
を
推
進
す

る
。
次
に
泉
州
連
合
会
の
６
支
部
長

を
紹
介
、
閉
会
の
辞
は
茶
谷
泉
大
津

支
部
長
が
述
べ
た
。

　

中
村
修
校
友
会
事
務
局
次
長
の
挨

拶
・
乾
杯
の
発
声
で
第
２
部
懇
親

会
を
開
催
。
各
支
部
長
の
５
分
間
ス

ピ
ー
チ
で
は
、
と
り
わ
け
、
青
年
部

発
足
２
年
の
和
泉
支
部
の
平
成
卒
の

パ
ワ
フ
ル
な
青
年
部
長
、
淵
本
英
樹

て
知
ら
れ
る
寺
内
俊
太
郎
校
友
会
長

の
根
回
し
で
、
神
職
に
先
導
さ
れ
て

内
拝
殿
に
参
内
。
神
官
の
お
祓
い
を

受
け
、 

畑
下
名
誉
理
事
長
、
中
野
相

談
役
、
児
玉
理
事
長
が
代
表
し
て
玉

串
を
奉
奠
、
神
宮
の
来
歴
等
を
拝
聴

の
後
、
お
神
酒
を
い
た
だ
い
て
、
厳

粛
に
正
式
参
拝
の
儀
を
終
え
た
。

 　

関
西
大
学
不
動
産
会
（
徳
山
崇
士

幹
事
長
）
の
校
友
会
登
録
後
の
第
１

回
総
会
が
、
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
錦
城
閣
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

本
会
と
し
て
は
初
の
93
人
の
会
員

が
参
集
さ
れ
、
今
後
の
会
の
運
営
方

副
支
部
長
（
平
５
経
）
の
登
壇
は
、

連
合
会
に
と
っ
て
も
非
常
に
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
岡
本
貝
塚
支
部
長
に
よ

る
序
章
で
逍
遙
歌
を
合
唱
、
万
歳
三

唱
で
閉
会
し
た
。

　

関
大
大
阪
倶
楽
部
（
児
玉
憲
夫
理

事
長
）
の
28
年
度
春
の
総
会
が
、
天

理
参
考
館
、
黒
塚
古
墳
展
示
館
と
橿

原
神
宮
を
訪
ね
る
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
、
38
人
が
参
加
し
初
夏
の
一
日
を

楽
し
ん
だ
。

　

天
理
参
考
館
で
は
、
学
芸
員
に
解

説
い
た
だ
き
な
が
ら
見
学
。
33
面
も

の
三
角
縁
神
獣
鏡
が
出
土
し
た
黒
塚

古
墳
と
、
発
掘
調
査
時
の
石
室
を
正

確
に
再
現
し
た
展
示
館
で
は
、
出
土

し
た
鏡
（
原
寸
大
の
レ
プ
リ
カ
）
も

じ
っ
く
り
見
学
し
た
。

　

総
会
で
は
北
村
副
理
事
長
か
ら
史

跡
コ
ー
ス
の
解
説
を
拝
聴
し
、
27
年

度
事
業
・
決
算
の
承
認
を
も
っ
て
閉

会
。
恒
例
の
斉
城
氏
の
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　

午
後
は
、
初
代
神
武
天
皇
を
祭
神

と
す
る
橿
原
神
宮
へ
。
篤
信
家
と
し

校友会事務局 ☎06-6368-0041

北から南から

西出弘秋　archi-kousan.com

セブンエステート・川口賢一 ☎06-6541-7707

93
人
が
出
席
し
初
の
総
会
開
く

業
界
牽
引
の
先
輩
か
ら

新
人
ま
で
大
交
流

関
西
大
学

不
動
産
会

5/20

天
理
参
考
館
、
黒
塚
古
墳
巡
り

午
後
は
橿
原
神
宮
を
正
式
参
拝

関
大
大
阪
倶
楽
部
5/22
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た
。
指
定
討
論
に
は
、
足
利
会
長
、

若
林
暁
子
幹
事
、
中
野
明
子
会
員
に

ご
登
壇
い
た
だ
き
、
教
育
や
医
療
の

現
場
に
お
け
る
介
入
を
分
か
り
や
す

く
お
話
い
た
だ
き
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　

本
研
修
会
が
、
今
後
も
会
員
相
互

の
研
鑽
お
よ
び
連
携
に
寄
与
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

行
政
書
士
秀
麗
会
（
大
薮
佳
己

会
長
、
54
法
）
は
、
校
友
会
主
催
の

２
０
１
６
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加
し
、
今
回
は
、
会
の
初

の
試
み
と
し
て
「
平
成
27
年
度
行
政

書
士
試
験
合
格
者
を
祝
う
会
」
と
し

て
開
催
し
、
７
人
の
合
格
者
が
参
加

し
た
。

　

本
会
と
校
友
会
か
ら
合
格
者
へ
記

念
品
が
授
与
さ
れ
、
今
後
の
行
政
書

士
を
担
う
若
い
合
格
者
を
激
励
し

た
。
合
格
者
の
自
己
紹
介
の
あ
と
、

現
役
の
行
政
書
士
か
ら
も
開
業
当
初

の
苦
労
話
や
行
政
書
士
の
日
頃
の
活

動
の
話
が
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

　

行
政
書
士
秀
麗
会
で
は
、
様
々
な

趣
向
を
凝
ら
し
て
会
員
同
士
の
交
流

を
図
っ
て
い
る
。
多
く
の
関
西
大
学

及
び
そ
の
系
列
校
出
身
の
行
政
書
士

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
行
政
書
士
秀
麗
会
の
役
員

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

会
長 

大
藪
佳
己
、
副
会
長 

松
居

紀
男
、
宮
本
政
幸
、
瀬
川
岳
夫
、
事

務
局
長 

奥
田
聡
、
相
談
役 

塩
野
征

四
郎
。

　

二
九
千
里
会
（
植
田
喜
一
会
長
）

で
は
、
総
務
幹
事
の
辞
任
に
伴
い
、

新
総
務
幹
事
に
高
橋
一
夫
君
を
選
任

し
た
。

北から南から

事務局長・奥田 ☎06-6949-3761

新
総
務
幹
事
に
高
橋
一
夫
氏

交
代
で
連
絡
先
が
変
更
に

二
九
千
里
会

5/13

〒
6
6
5-

0
8
6
6　

宝
塚
市
星
の
荘
2
5-

2 

高
橋
一
夫
方 

☎
0
7
9
7-

8
6-

8
6
1
8

　

関
西
大
学
臨
床
心
理
士
会
（
足
利

学
会
長
）
第
10
回
記
念
総
会
・
研
修

会
が
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
尚
文
館

で
開
催
さ
れ
た
。
会
員
数
は
28
年
５

月
の
時
点
で
３
５
０
人
を
超
え
、
当

日
も
１
３
０
人
が
参
加
す
る
盛
大
な

会
に
な
っ
た
。

　

午
前
は
寺
嶋
繁
典
会
員
に
よ
る
特

別
講
演
「
心
理
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
未

来
予
想
図
Ⅱ
」
を
開
催
。
心
理
検
査

の
歴
史
や
現
在
の
風
潮
、
そ
し
て
投

映
法
を“
未
来
”に
発
展
さ
せ
る
た
め

に
我
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
な
ど

に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

午
後
は
香
川
香
幹
事
の
司
会
で
、

事
例
検
討
会
を
開
催
。
星
光
子
会
員

に
事
例
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、卒
業・

修
了
年
度
の
近
い
会
員
同
士
が
集

ま
っ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

第
10
回
記
念
総
会
・
研
修
会

1
3
0
人
が
参
加
し
盛
大
に

関
西
大
学

臨
床
心
理
士
会

5/22

関西大学総合研究棟岡田研究室 
川端康雄気付
kucpas@yahoo.co.jp

行
政
書
士
試
験
合
格
者
を
祝
う
会

初
の
催
し
に

合
格
者
7
人
が
参
加

行
政
書
士
秀
麗
会
4/3
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を
し
た
い
。
セ
ン
コ
ー
で
企
画
し
て

参
加
さ
れ
た
方
に
何
か
一
つ
で
も
憶

え
て
帰
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
意
欲

を
示
し
た
。

　

本
会
の
会
員
数
は
14
日
現
在

１
２
６
人
。
参
加
者
の
会
費
収
入
で

運
営
し
て
い
る
。

　

前
環
境
副
大
臣
で
校
友
の
北
川
知

克
衆
議
院
議
員
に
よ
る
講
演
の
後
、

懇
親
会
で
は
瀧
内
貞
男
会
計
監
査（
ラ

ン
テ
ッ
ク
会
長
）
の
一
本
締
め
で
散

会
す
る
ま
で
親
睦
を
深
め
た
。

　

な
お
、
同
会
発
起
人
の
１
人
で
副

会
長
を
務
め
て
い
た
髙
野
武
文
氏（
陽

光
会
長
）
が
副
会
長
を
退
任
し
、
相

談
役
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

例
会
と
な
っ
た
。

　

こ
の
集
い
は
新
卒
業
生
の
お
披
露

目
を
兼
ね
、
全
O
B
が
揃
い
、
先

生
を
囲
み
歓
談
し
た
の
が
続
い
て
い

る
、
と
聞
い
て
い
る
。
５
回
目
の
廣

田
会
（
大
谷
啓
二
会
長
）
総
会
が
、

茨
木
市
「
三
府
鮨
」
で
開
か
れ
た
。

　

廣
田
司
朗
先
生
は
、
昨
年
11
月
20

日
に
満
90
歳
・
卒
寿
を
迎
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
颯
爽
と
し
た
先
生
の
尊
顔

を
拝
し
て
、
気
持
ち
を
青
年
の
時
の

よ
う
に
若
返
ら
せ
春
の
一
時
を
語
り

笑
っ
て
至
福
の
時
を
持
っ
た
卒
業
生

た
ち
。

　

冒
頭
は
、
面
上
烈
た
る
熱
意
の
こ

も
っ
た
先
生
の
お
話
「
キ
タ
ヘ
ユ
ク

フ
ネ
ガ
デ
ル
ミ
ナ
ト
サ
ン
バ
シ
ハ
サ

ム
サ
コ
ラ
エ
ル
ヒ
ト
バ
カ
リ
」。
続
い

て
は
33
年
卒
の
倉
田
先
輩
に
音
頭
を

取
っ
て
も
ら
い
乾
杯
の
辞
が
あ
っ
た
。

　

微
酔
し
な
が
ら
先
生
は
、
森
羅
万

象
こ
と
ご
と
く
見
立
て
て
一
同
を
見

守
っ
て
お
ら
れ
た
…
…
。
お
な
じ
み

に
な
っ
て
い
る
石
原
美
之
先
輩
の

リ
ー
ド
で
逍
遙
歌
を
熱
唱
し
、
中
締

め
と
な
っ
た
。

　

物
流
関
大
会
（
会
長
・
福
田
泰
久

セ
ン
コ
ー
社
長
）
は
、
第
６
回
総
会

を
開
催
し
た
。

　

福
田
会
長
は
中
国
と
モ
ン
ゴ
ル
視

察
旅
行
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
中

国
の
情
勢
や
国
内
の
景
気
動
向
な
ど

に
触
れ
た
上
で
「
次
回
か
ら
勉
強
会

　

年
輪
関
大
会
（
朝
倉
満
会
長
）
で

は
、
第
14
回
例
会
を
、
19
人
が
出
席

し
て
開
催
し
た
。

　

例
会
の
シ
リ
ー
ズ
「
会
員
企
業
の

紹
介
を
兼
ね
た
勉
強
会
」
は
、
大
阪

冶
金
興
業
株
式
会
社
・
寺
内
俊
太
郎

社
長
（
校
友
会
会
長
）
を
講
師
に
実

施
し
た
。

　

寺
内
社
長
は
、社
会
、顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
同
社
の
も
の
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、

会
社
の
強
み
で
あ
る
熱
処
理
加
工
技

術
を
核
に
、
金
属
材
料
の
可
能
性
を

追
求
し
た
も
の
づ
く
り
で
社
会
に
貢

献
で
き
る
企
業
で
あ
り
続
け
る
と
話

さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
関
西
大
学
で
研
究
開
発

さ
れ
た
高
珪
素
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
「
通

称
シ
リ
コ
ロ
イ
」
に
つ
い
て
、
産
学
連

携
で
「
関
大
合
金
」
と
し
て
そ
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
紹
介
し
て
講
演
を
結
ん
だ
。

　

今
回
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
が
回
を
重

ね
る
こ
と
で
、「
知
る
」
か
ら
「
分

か
る
」
へ
新
し
い
価
値
観
の
共
有
が

図
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る

北から南から

大和運送・栗尾尚孝 ☎ 072-626-7235 

「
金
属
を
科
学
す
る
」当
社
の
概
要

大
阪
冶
金
興
業（
株
）寺
内
社
長

が
講
演 年

輪
関
大
会

2/25

颯
爽
と
し
た
卒
寿
の
恩
師
囲
み

廣
田
会
の
春
季
総
会
を
開
催

廣
田
会

4/9

海
外
視
察
旅
行
に
参
加
を

呼
び
か
け

次
回
総
会
時
か
ら
勉
強
会
も

物
流
関
大
会

5/14

ア
サ
ク
ラ
内 

☎
0
6-

6
3
5
4-

8
9
0
0

谷
口
房
行
氏
（
た
に
ぐ
ち
・
ふ

さ
ゆ
き
＝
昭
42
学
２
法
、
弁
護

士
・
谷
口
房
行
法
律
事
務
所
勤

務
）
平
成
27
年
９
月
25
日
死
去
。

73
歳
。
生
駒
市
。

江
田
直
介
氏
（
え
だ
・
な
お
す

け
＝
昭
31
学
法
、
元
大
阪
府
総

務
部
税
務
長
。
元
校
友
会
常
議

員
・
元
代
議
員
）
平
成
28
年
１

月
15
日
死
去
。
83
歳
。
箕
面
市
。

江
川
雄
一
氏
（
え
が
わ
・
ゆ
う

い
ち
＝
昭
33
学
法
）
１
月
17
日

死
去
。
82
歳
。
大
阪
市
。

達
摩
省
一
氏
（
だ
る
ま
・
せ
い
い

ち
＝
昭
34
学
商
、
元
関
西
大
学
広

報
課
長
。
元
野
球
部
監
督
、
元

高
野
連
理
事
）
３
月
13
日
死
去
。

79
歳
。
大
阪
市
。
１
９
６
７
年

（
昭
和
42
年
）
に
野
球
部
監
督
に

就
任
し
、
７
度
の
リ
ー
グ
優
勝

を
果
た
し
た
。
72
年（
昭
和
47
年
）

に
は
山
口
高
志
投
手
を
擁
し
て
、

春
秋
の
リ
ー
グ
戦
と
全
日
本
大

学
選
手
権
、
明
治
神
宮
大
会
で

優
勝
、
大
学
４
冠
を
達
成
し
た
。

高
校
野
球
で
も
春
夏
の
甲
子
園

で
長
く
審
判
を
務
め
、
解
説
者

と
し
て
も
親
し
ま
れ
た
。

有
本
淳
一
氏
（
あ
り
も
と
・
じ
ゅ

ん
い
ち
＝
昭
24
専
２
経
・
26
学
２

経
、
元
心
斎
橋
フ
ジ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

代
表
）
３
月
16
日
死
去
。
90
歳
。

神
戸
市
。

藤
井
昌
司
氏
（
ふ
じ
い
・
し
ょ

う
じ
、
旧
姓
松
本
＝
昭
31
学
商
、

元
（
財
）
大
阪
都
市
協
会
業
務
部

長
。
大
阪
市
住
道
土
地
改
良
区

理
事
長
）３
月
21
日
死
去
。
83
歳
。

大
阪
市
。

山
田
政
義
氏
（
や
ま
だ
・
ま
さ
よ

し
、
旧
姓
岩
本
＝
昭
25
高
２
商
・

29
学
２
商
、
税
理
士
・
中
小
企

業
診
断
士
。
山
田
会
計
事
務
所
）

４
月
13
日
死
去
。
89
歳
。
大
阪
市
。

池
内
俊
彦
氏
（
い
け
う
ち
・
と
し

ひ
こ
。
名
誉
教
授
・
元
化
学
生

命
工
学
部
教
授
。
専
門
は
生
化

学
、
分
子
細
胞
生
物
学
、
神
経

生
物
学
）４
月
27
日
死
去
。
68
歳
。

神
戸
市
。

李 

相
均
氏
（
リ
・
サ
ン
ギ
ョ
ン
＝

昭
30
高
１
・
34
学
経
、
丸
信
会
長
。

元
コ
リ
ア
校
友
会
会
長
、
元
校

友
会
代
議
員
）
５
月
７
日
死
去
。

79
歳
。
大
阪
市
。

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
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北から南から

日
本
全
国
、
様
々
な
支
部
・
組
織
よ
り
ゴ
ル
フ

活
動
の
ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

元
大
阪
高
検
検
事
長
で
、

退
官
後
は
弁
護
士
と
し
て

活
躍
中
の
中
尾
巧
氏
（
な

か
お
・
た
く
み
＝
昭
45
学

法
）
が
、
第
２
回
水
彩
画

展
を
５
月
24
日
か
ら
29
日

ま
で
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
（
大
阪
）
１
階
の

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
し
た
。

　

初
個
展
以
来
１
年
７
ヶ

月
振
り
の
開
催
。
北
海
道
の

風
景
12
点
、
愛
媛
県
内
子
町

の
町
並
み
を
描
い
た「
内
子
」

や
、
著
書
『
検
事
長
余
話
』

（
27
年
、
中
央
公
論
新
社
刊
）

の
表
紙
を
飾
っ
た
「
中
之
島

公
会
堂
」
な
ど
各
地
の
風
景

20
点
他
、
合
計
43
作
品
が
展

示
さ
れ
た
。

中
尾
巧
氏
が
水
彩
画
展

『
検
事
長
余
話
』

表
紙
絵
な
ど
43
点

支
部
組
織
ゴ
ル
フ
特
集

写真
番号 開催日 支部・組織名 内　容 連絡先

4/7 河内近隣支部
第 63 回河内近隣支部コンペ開催
桜満開の吉野に 12 支部 41 人が参加
団体優勝は東大阪支部、個人優勝は志水利達氏（神戸）

4/20 川西支部 上田浩三氏が優勝飾る
次回から近隣支部も案内

荒木敏雄
☎ 072-758-1787

4/22 堺支部 第 23 回 KUS 関球会コンペ
最高齢の川本憲治氏が初優勝

鍋島均
☎ 072-221-5269

4/29 吹田支部 ベスグロの藤原夏江氏優勝
次回は秋に 50 回記念大会

小川将史
☎ 06-4981-5107

4/5 チェリークラブ 満開の桜の中でプレー
優勝は越智一臣氏（38 法）

藪内正明
☎ 06-6211-1050

4/20 富田林支部 第 12 回親睦ゴルフ大会
土井啓司氏（52 経）が初優勝飾る

秦純一
☎ 0721-93-3085

校友トピックス

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6
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法
律
知
識
を
持
た
な
い
ま
ま
軽
率

な
行
動
を
取
れ
ば
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
事
件
の
加
害
者
あ
る
い
は

被
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
本
書
は
、
様
々
な
場
面
で

社
会
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な

る
大
学
生
が
、
将
来
直
面
す
る
可
能

性
の
あ
る
場
面
を
事
例
と
し
て
取
り

上
げ
、
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
ど
の
よ
う

に
し
て
身
を
守
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い

て
、
関
西
大
学
出
身
の
現
役
弁
護
士

が
解
説
し
た
も
の
で
す
。

　

実
家
を
離
れ
一
人
暮
ら
し
を
す
る

際
に
は
、
賃
貸
借
等
の
契
約
に
関
す

る
問
題
や
近
隣
関
係
を
め
ぐ
る
法
律

問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

し
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
就
職
活
動
を
す

る
際
に
は
、
労
働
に
関
す
る
法
律
問

題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
酒
」
を
め
ぐ
る
問
題

や
「
恋
愛
」
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
、

様
々
な
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
友

人
か
ら
「
薬
物
」
の
使
用
や
マ
ル
チ

商
法
な
ど
の
誘
い
を
受
け
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
運
転
免

許
を
取
得
し
自
動
車
を
運
転
す
る
こ

と
に
な
る
と
、
交
通
事
故
に
遭
遇
す

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
誰
し

も
「
加
害
者
」
あ
る
い
は
「
被
害
者
」

に
な
り
得
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
際

に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
の

か
に
つ
い
て
大
学
の
授
業
で
は
教

わ
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分

で
学
び
知
識
を
備
え
る
こ
と
が
、
自

己
の
身
を
守
る
最
善
の
方
法
で
す
。

　

本
書
は
難
し
い
と
思
わ
れ
が
ち
な

法
律
知
識
を
、
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
お
り
、
法
律
に
触
れ
た
こ
と
が

な
い
方
で
も
読
み
や
す
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く

だ
さ
い
。　

（
法
務
研
究
科
准
教
授　

尾
島
史
賢
）

「
あ
な
た
は
加
害
者
？

 

そ
れ
と
も
被
害
者
？
」

弁
護
士
法
人
あ
し
の
は

法
律
事
務
所
編
著

新
刊
紹
介

関
西
大
学
出
版
部
刊

定
価
9
0
0
円
+
税

◆
文
溪
堂
代
表
取
締
役
社
長
に

水
谷
泰
三
氏
就
任 

６
月
23
日

付
。
水
谷
泰
三
氏
（
み
ず
た
に
・

た
い
ぞ
う
＝
昭
54
学
法
）
は
、

１
９
８
１
年
（
昭
和
56
年
）
文

溪
堂
入
社
。
２
０
１
１
年
（
平

成
23
年
）
取
締
役
、
15
年
常
務

取
締
役
。
59
歳
。

◆
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
・
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ

ン
社
長
兼
最
高
執
行
責
任
者

（
C
O
O
）に
谷
川
武
士
氏
就
任

６
月
24
日
付
。
谷
川
武
士
氏（
た

に
が
わ
・
た
け
し
＝
昭
56
学
商
）

は
、
１
９
８
１
年
（
昭
和
56
年
）

大
丸
（
現
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
）

入
社
。
93
年
（
平
成
5
年
）
プ

ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
入
社
。

２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）
ジ

ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
執
行
役
員

常
務
。
10
年
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル

ジ
ブ
ラ
ル
タ
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
生
命
保
険
社
長
兼
最
高
経
営

責
任
者
（
C
E
O
）。
58
歳
。

◆
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
執
行

役
員
営
業
企
画
部
長
に
岡
大
輔

氏
就
任 

４
月
１
日
付
。
岡
大
輔

氏
（
お
か
・
だ
い
す
け
＝
昭
58

学
法
）
は
、
１
９
８
３
年
（
昭

和
58
年
）
大
正
海
上
火
災
保
険

（
現
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）

入
社
。２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）

東
京
企
業
第
二
本
部
企
業
営
業

第
三
部
長
、
13
年
東
北
本
部
仙

台
支
店
長
、
15
年
営
業
企
画
部

長
。
55
歳
。

校
友
短
信
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司
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校友会は、会員の皆さまから納入いただいた会費で運営してお
ります。機関誌『關大』の発行をはじめ、学生支援事業他に使
われています。
詳しくは、校友会ホームページ「校友会の会費について」をご確
認くださいますようお願い申し上げます。

「海外支部だより」「北から南から」に掲載するお便りを引き続き
募集しています。
支部総会開催の他、旅行、さまざまなイベントや同窓会などの
お便りをお待ちしています。

また、“新しく支部を起ち上げたい”とお考えの校友も、是
非ご寄稿ください。

更新会費納入のお願い

お便り募集

◆ 10月１日（土） 10:00 〜 11:30（予定/開場9:30）

◆ 場所 天満天神繁昌亭　大阪市北区天神橋2-1-34

◆ 番組 桂小留「ん廻し」

　　　  林家染太「天災」　桂三金「寿限無」

　　　  桂三象「シルバーウェディングベル（桂三枝作）」

　　　  （三味線：はやしや律子）

◆参加費 お一人様2,000円（前売り特価）

◆締切 8月4日（木）
※詳しくは校友会ホームページをご覧ください

校友の皆さまのご支援･ご協力により校友会Facebookページへ
の｢いいね!｣ 数が順調に伸び、2,000件を超えました。
｢いいね!｣を押していただいた皆さま、誠にありがとうございま
す。11月4日に迎える関西大学創立130周年に向け、2,100件、
2,200件…と伸び続けていくものと期待しております。今後も､
一層ご興味を持っていただける記事を投稿してまいりますので、
引き続き､ ご注目のほど、よろしくお願い申し上げます｡

右の QR コードを読み取り、無料アプリ「COCOAR2」
をダウンロードしてください
アプリを起動し、右の写真または「EVENT REPORT（P13）」
の写真にかざしてください。AR 動画が再生されます

校友会 Facebookページでの掲載を予定していますので、
そちらからご視聴いただけます。

※ご使用の機器や環境により、一部の機能が動作しない
場合や画面が正常に表示されないことがございますので
ご了承願います　

※なお、AR 動画は次号発行時の際に新しい動画に更新
するため、古い動画は視聴出来なくなります

校友落語家応援
「第七回関大寄席」

誌面が動くAR動画 !!
【スマートフォンやタブレットをお持ちの方へ】

【スマートフォンやタブレットをお持ちでない方へ】

耳より情報

iPhone / 
iPad

Android

COCOAR2
ダウンロードは
こちらから

あの臨場感をあなたの手の中に

1 

2

CHECK !

秋の関大寄席が開催されます!
今年は２回目の開催、是非ご来場ください。

来て！見て！知って！ 校友会ってこんなトコ！
校友会が取り組んでいる主な活動をご紹介します。いずれも、校友の皆さまに情報をお届けするための
大切な取り組みばかりです。今一度、ご確認とご理解をいただきたく、よろしくお願い致します。
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